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　平成 31（2019）年 4 月 1 日施行の「出入国管理及び難民認定法及び法務省設置法の一
部を改正する法律」により、在留資格「特定技能」が新設されて 5 年が経過します。
　特定技能制度は、人手不足が深刻な産業分野にて即戦力となる外国人材を受け入れる
もので、農業分野では在留期間が通算 5 年間までの「特定技能 1 号」が適用されています。

（令和 5 年 8 月 31 日から、農業を含め 11 の特定産業分野において、「特定技能 2 号」が
運用開始となりました。）
　現在では、新規に受け入れる機関が着実に増える一方で、特定技能外国人を複数年雇
用する機関も多く存在します。

　こうしたなか、一般社団法人全国農業会議所では、農林水産省の令和 5 年度「外国人
材受入総合支援事業」にて、農業分野で特定技能外国人を受け入れている農業者等を調
査し、令和 2 年度から優良事例集を作成してきました。

　具体的には、「農業特定技能協議会」に加入している受入れ農家等に、以下の事項につ
いてアンケートを行ったうえで、個別に取材・調査し結果を取りまとめました。

① 制度導入のきっかけ・取り組み
② 雇用契約・支援内容
③ 外国人材の労働条件とキャリアアップ・処遇
④ 受け入れた効果と今後の受入れ国等の考え方
⑤ 特定技能外国人の声　など

　特に 3 年度以降の調査では、特定技能外国人を一定の役職に登用するなど、明確なキャ
リアアップ制度を設けるといった、モデルとなり得る事例を紹介しています。
　また、特定技能外国人への支援の工夫や受け入れる際の心構え、技能実習生との役割
分担など、参考になる内容を掲載しています。

　特定技能外国人を受け入れている、あるいは受入れを検討している農業者等の皆さま
が適正かつ円滑にこの制度を利用し、外国人材が働きやすい環境がより一層整備される
ために、本事例集をご活用ください。

　令和 5（2023）年 12 月

一般社団法人　全国農業会議所

※事例内容の年、月、人数等は調査時点の数値です。
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❶ 基本情報

■ 経営規模
●　概　　要　　平成 9 年 3 月、黒松内町、寿都町、蘭越町、ニセコ町、真狩村、留寿都村、喜茂別町、
　　　　　　　　京極町、倶知安町の 9 町村 8JA が合併して誕生。
●　主な作物　　ばれいしょ、ダイコン、ニンジン、メロン等、多作物
●　販 売 高　　219 億円（内訳：農産 47 億円・青果 139 億円・畜産 33 億円）
●　職員構成　　日本人 392 人
　　　　　　　　外国人 36 人（準職員）

 

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　36 人（ベトナム = 男性 20 人 + 女性 16 人）
●　選果場施設での業務がメイン。
●　36 名全員、生産者の繁忙期に農作業受委託を実施（4 月、8 月、9 月、10 月）

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　コスト面もあるが、安定した労働力確保のため。日本人の準職員雇用の募集もしているが、今
は売り手市場であり、募集をかけてもなかなか集まらない。

●　JA ようていは広域に渡り多くの施設を運用・運営しており、確実な労働力を確保する必要が
ある。安定した労働力確保を目的に特定技能職員受け入れの取り組みを始めた。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

ようてい農業協同組合
（北海道倶虻田郡知安町）

㈱キャリア・フォース
（北海道札幌市）

安定した労働力の確保を目指し
住みやすい環境づくりと大規模宿舎を建設

［耕 種］

事例 1

ニンジンの集出荷選別施設JAようてい外観
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●　また、管内の農業作業においても人手が不足しているため、生産者の繁忙期に農作業受委託と
して人手不足解消策の一部を担っている。

■ 外国人材側が期待したと思われること
●　一番は高賃金への期待。ベトナム人は、親に仕送りしている人が多く、自立したら今度は親を

養うという文化があるように思う。

■ 苦労した点や課題
●　有給休暇の取り方。ほぼ 100% 使用するが、体調不良になった時に有休が残っておらず、欠勤

扱いになることがある。

■ リクルート方法について
●　登録支援機関からの紹介。9 割はベトナムに帰国していた他社の元実習生で、後の 1 割が国内

で働いていた実習生。
●　ベトナム人は日本で働いている特定技能・技能実習生同士で SNS 上にてコミュニティを形成

しているため、つながりが強い。そのコミュニティの中で JA ようていにて働くことを希望する
人が多い。募集をしていない期間においても現在働いている外国人材の友人や、評判を聞いて、
JA ようていに就労や転職を希望する人がキャリア・フォースに問い合わせる事例もあった。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　1 年ごとの契約。双方に問題がなければ、5 年間続けての契約となるが、年数により契約内容

が変わることはない。
●　契約更新前に個人面談を実施し、更新の意思があるかを確認する。これまで、更新のタイミン

グで辞めた人材はいない。
●　契約期間は、JA ようていの事業年度となる 5 月から 4 月まで。
●　勤務先が複数あるので、1 か月毎にシフトを組んでいる。適材適所に配置するようにしている

が、その場所により、時間外勤務の多い、少ないはある。
 　 

［事例1］　ようてい農業協同組合
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■ 支援計画について
●　支援計画の作成を含めて、生活をしていく上で必要な手続きは、全て登録支援機関のキャリア・

フォースが行っている。
●　ガイダンスでは、給与等の雇用条件・宿舎賃貸借契約に関する部分は JA ようていが説明し、

税金・生活・手続き面等の支援に関する説明は、キャリア・フォースが行っている。
●　単身で不慣れな異国の地に働きに来ている特定技能職員に対して、当 JA 職員は仕事のしやす

い環境づくりを心掛け、生活面を含めできる限りのサポートをしている。

■ 住環境について
●　一番の問題は、住むところ。羊蹄山麓周辺はスキー場がリゾート化をしている影響で家賃が高

騰しており、空き部屋も不足しているため、JA 施設内に 30 人規模の宿舎を建てた。
●　1 人あたりの家賃は 16,000 円で、水道代は JA ようていが負担している。
●　2 人 1 部屋で、11 畳程度の広さとなる。1 階が男性、2 階が女性と、生活空間を分けている。

集会や面談用の会議室も設置。
●　他に一軒家を借り上げており、そこに男性のみ 6 人が居住している。
 　 

■ コミュニケーションについて
●　担当部署が定期的に施設を巡回し、勤務状況を確認。
●　ライングループで連絡事項の周知、個別の連絡や相談もラインで対応。体調が優れないといっ

た緊急連絡もあり、病院に連れて行ったことも何度かある。
●　特定技能職員を中心とした、スポーツ大会や懇親会、バーベキューのほか、労災防止のための

講習会を実施している。

❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
●　月給制で、月 20 万円。昇給はなし。業績により、期末・決算期に業績給が支給される。
●　通常勤務時間は 8：30 〜 17：00。休憩時間は午前 15 分、昼休み 60 分、午後 15 分で、1 日の

労働時間は 7 時間となる。日本人職員と同じ。
●　繁忙期には時間外勤務もあるが、累計をデータで持ち、個々の能力も考慮に入れて極力バラン

スをとっている。

ドミトリーようてい
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■ 休日・休暇等について
●　法定休日分は必ず休むシフトを組んでいる。有給休暇の申請は、適宜許可している。
●　友人と外出や家族に会いに行くために、有給休暇を使用している。
●　勤勉な人は、日本語の勉強、資格取得の勉強をしている人もいる。

■ 安全衛生について
●　ケガに繋がらないよう、施設ごとに毎朝朝礼を行い、必ず注意事項の説明をしている。
●　近年、北海道も夏は暑くなってきたため、休憩時間以外に給水タイムを設けている。
●　繁忙期前には安全大会を開催。動いている機械に手を出さない、何かあれば停止する、走って

はならない、帽子を着用することといった、各種注意事項を再度確認している。

■ キャリアアップについて
●　特定技能 1 号は最長 5 年間しか在職できないため、現在はキャリアアップの導入は考えていな

い。
●　特定技能 2 号が導入されれば、検討することとなる。有用な人材には見合った報酬を支払うこ

とが、人材確保のためには必要。

■ 能力向上について
●　農協の業務に必要な資格取得は支援する。
●　しかし、資格を取得するには言語の壁など、資格交付側の受入体制が整っていないことから、

現状は資格取得が厳しい。

■ 福利厚生について
●　年 2 回、交流会（バーベキュー等）を実施。特定技能職員 36 人を含めて、60 人規模の交流会

となる。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　国柄かもしれないが、ベトナム人はすごく真面目で向上心が高い。一緒に仕事をしやすい。
●　向き不向きを見極めて、効率よく運営できるようにしている。突出した能力を持つ人材もおり、

主力となっている人材が多い。
●　施設のオペレーター業務・機械整備・選別基準を日本人の派遣労働者に指導等、ある程度の責

任ある業務を任せることができる様な成長を遂げている。
●　農作業受委託の際は、要領が良く真面目に働くため、生産者から「大変助かっている」という

声も聞こえた。

■ これから受け入れる方への助言等
●　特定技能職員は、情報共有が活発。SNS で広範囲にわたりネットワークが構築されているため、

会社のマイナス面が目立つとその情報も広まる。
●　日本人はチームとして注意する場面は連帯責任としてチーム全員に注意をするが、ベトナム人

は連帯責任という概念がないためか、チーム全員に注意する事に関して理解されない。

［事例1］　ようてい農業協同組合



8

■ 帰国後の交流について
●　やむを得ない理由で帰国した人材がおり、将来的に再度働きたいか等の情報をやりとりして

いる。

■ 採用の増員について
●　地元の労働力が不足しており、近い将来、安定的な労働力は確保できない状況が予想されてい

るため、増員の必要性を感じている。
●　しかし、当管内は日本屈指のリゾート地であり、家賃や土地が高騰していることから、居住地

確保などの課題をクリアしていかなければならないと考えている。

■ 特定技能 2 号の移行について】
●　特定技能 2 号を希望するか、2 号の試験に合格した場合このまま農協で働き続けたいかを面談

やアンケートで確認しており、意志変動等も見ている。
●　2 号は家族を帯同できるが、そこまで考えている人材は少ないように思う。日本で稼ぎ、ベト

ナムに送金するからこそメリットがある。本人は残りたいという意見が多い。
●　既に欠かせない人材がいるため、特定技能 2 号の受入体制が整えられたら、特定技能 2 号に

移行して継続雇用をする意思がある。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　JA ようていでは、外国人材に対し、仕事のしやすい・住みやすい環境作りを心掛けており、

できる限りサポートしている。多国籍になると、宗教上の確執や過去の紛争等の確執があり、そ
ういった環境作りの構築が難しくなるように思う。一方、国際免許の有効国であれば、資格取得
者を雇用できるメリットがあるため、検討の余地がある。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　農協として、町内会には入っているが、行事は言葉の壁もあるので、参加するかは本人に任せ

ている。
●　当初、地域には治安を心配されていたが、会ったら挨拶してくれる等、とても評判がよく、

今は完全に地域に溶け込んでいる。ゴミの分別を近所の人が教えてくれる等、いい関係を築いて
いる。

●　繁忙期前には環境美化活動として、所属している町内会のゴミ拾いを実施した。

❼ 特定技能外国人の声

ゴー・ヴァン・フ―さん
●　日本は色々な文化があり、生活環境も整っています。
●　仕事は最初、難しかったですが、教えてもらい慣れてきました。
●　休日に、日本語の勉強をしています。
●　将来はベトナムに飲食店を出したいです。
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カオ・ティ・ヴァン・アンさん
●　日本で働きながら、勉強をするために来ました。
●　ここに来る前は、熊本県で技能実習生として 3 年間働いていました。北海道は寒いですが、好

きです。
●　日本での生活は全然問題ありません。休日には友達と遊びに行っています。
●　寿司や焼き肉は美味しいですね。納豆は少し苦手です。
●　将来は、ベトナムで化粧品の店を開きたいです。

ゴー・ヴァン・フーさん（左）とカオ・ティ・ヴァン・アンさん（右）

［事例1］　ようてい農業協同組合
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❶ 基本情報

■ 経営規模
●　耕作面積　　43ha（露地）、ハウス 1 棟
●　主な作物　　馬鈴薯、ダイコン、ニンジン、ナガイモ、ゴボウ等、9 種類の作物を栽培。JA へ出荷。
●　社員構成　　日本人 1 人（パート）
●　外 国 人　　3 人

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　2 人（インドネシア = 男性 2 人）
●　技能実習生　　　　1 人（インドネシア = 男性 1 人）

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　日本人で労働力を探すのは難しい。ハローワークで求人を出して、採用したものの、長続きし
ないことがあった。

●　外国人材の採用は、仲間を通じてチョモランマの社長と知り合ったことがきっかけ。同社は真
狩村と外国人材の橋渡しを行っている会社で、向井農園でも人材紹介を受けた。

●　外国人材の初めての受け入れに当たっては、インドネシアを訪ねて情報収集を行った。現地の
人材や送出機関と話し、就業状況等を確認。アニメを通じて日本に興味を持ったこと、母国に仕

受 入 れ 機 関

登録支援機関

向井農園
（北海道虻田郡真狩村）

㈱チョモランマ
（北海道札幌市）

リスク分散しながら経営規模拡大
外国人材の住環境も整備

［耕 種］

事例 2
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送りしたいという熱い思い等に触れる中で導入を決めた。
●　特定技能 2 人はジャワ島、技能実習生はバリの出身。ジャワはイスラム教、バリはヒンドゥー

教が多い。1 日 6 回お祈りするが、家族と話し 1 日 3 回、ラマダン（断食）も、休みの日だけと
いうことで妥協してもらった。こういうことを入国前に確認し、お互いが納得ずくで日本で働く
ことになった。

■ リクルート方法について
●　1 人は、自社の技能実習 2 号の修了者。引き続き特定技能で働きたいという希望はあったが、

帰国後にコロナの影響で入国できず、2 年間のブランクとなったが、インドネシアで結婚し生活
の目途がついたので、今年 1 月から特定技能で働き始めている。

●　もう 1 人は、他社で沖縄県の農業技能実習生として働いていた人材。5 人候補がいて、ZOOM
で面談をし採用した。

●　違う国からの受入れは大変と思い、インドネシアから人材を探した。北海道で働いてもいい人
を、探してほしいと打診した。支援機関とともに、今回は ZOOM で面談し、5 人が候補したが
一人を選んだ。今までに 4 回インドネシアに出向いた。

●　外国人材側も、母国では長期雇用が見込めないことや、高賃金を期待して、日本での就労希望
があった。母国では月給 2 〜 3 万、日本に来れば 10 倍近くなる。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　直接雇用の 3 年契約。3 年働いた後に双方で更新の意思を確認し、問題なければ、特定技能 1

号の上限となる 5 年まで更新する。
 　 

■ 支援計画について
●　支援計画は登録支援機関にて作成。
●　ガイダンスでは、冬季の勤務時間が夏季より減少すること、また、雇用主と従業員の費用折半

で、冬季の一時帰国が可能であること等を確認した。
●　イスラム教は、1 日に複数回のお祈りや、ラマダン（断食）の期間がある。仕事のある日のお

祈りの回数や、ラマダンを行わないこと等を双方で確認した上で働いてもらうこととした。
●　日本の車の免許を取得できないか、チョモランマに相談し、インドネシアで取って母国に 3 カ

月居れば、ペーパー試験 20 問程度とコースでの実地試験のパスで、日本の自動車免許がもらえ

［事例2］　向井農園
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るとなり、その方向で進んでいった。日本語で問題が出るが、カタカナや漢字まじりで、読める
けど意味が分からない。そこが一番、苦慮していた。

●　免許は、2 人とも持っている。免許持っていない人を、買い物や遊びに連れていく条件で取得
した。車は貸しているが、札幌等に行くときは必ず言うように伝えている。トラブルあった時に
助けられないため。

■ 住環境について
●　令和 3 年 7 月、農園の敷地内に従業員宿舎を建設した。6 畳間を 1 人 1 部屋として、トイレ、バス、

キッチンは共用。最大 5 人が暮らせる広さ。建設費も、長期投資として考えていく。
●　住宅手当は技能実習、特定技能にかかわらず、月 1 万円を出している。
●　宿舎の建設前は、約 10km 先の賃貸住宅を借りていたが、とにかく送迎が大変だった。みんな

時間を揃える必要があり、残業も難しかった。近くに宿舎があると、残業等の労働時間も融通が
利く。

 　 

■ コミュニケーションについて
●　平仮名でも片仮名でもよいが、1 日の仕事を日記に書いてもらう。日本語の勉強になり、コミュ

ニケーションもとれる。タイムカードは便利だが、仕事の内容を記録することも目的となる。
●　地域のお祭りがある場合など、自由に楽しんでもらうために、好きな時間に帰宅してよいこと

を伝えて送り出している。
●　チョモランマでは、外国人材に対し、年2回のストレスチェックを行っている。10項目ほどあり、

作業はどうか、困ったことはないか・・等。

❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
●　時給 950 円からスタートし、1 人は 980 円。
●　ボーナスは特になし。労働条件として年 1 回の昇給で、理解してもらっている。
●　住宅手当の他、圃場が広く、業務上でスマートフォンを使うため、通信手当（月 1,000 円）がある。
●　運転免許の取得費用は自己負担だが、免許取得者には運転免許手当（月 5,000 円）がある。
●　勤務時間は 7：30 から 17：00 まで。休憩は 1.5 時間で、1 日の労働時間は約 8 時間。繁忙期

は 7 〜 9 月の収穫期で、残業は多い人で 50 〜 60 時間、少ない人でも 30 時間程度となる。
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■ 安全衛生について
●　収穫が始まると、ほとんど機械作業となり、落ちた収穫物を拾うなどの危険な場面については、

繰り返し注意している。15 〜 16 時が事故多発時間帯なので、休憩時間に注意喚起を行っている。
●　息子が、大型二種まで全部の牽引免許を持っている。畑の中で注意するのは、バックする時。「機

械バックする」と伝えて、運転手へ「バックオーライ」等、お互いの声掛けを徹底している。

■ 労務管理について
●　各自、スマートフォンを所持し、常に連絡がとれる体制にしている。経営者である息子の指示

命令が、確実にいくようにしている。

■ キャリアアップについて
●　勤続年数が長くなれば、作業リーダーへの昇格を考えているが、今のところは明確にしていな

い。ただし、勤続年数が長い人は、新しく来た人に、インドネシア語でもいいので、作業内容等
を詳しく説明し、安全に作業できるように伝えている。

■ 昇給等について
●　年 1 回、3% 程度の時給アップとなる。この 10 月の最低賃金改定で、どの程度プラスいくら

にするかを検討しているところ。
 　 

■ 福利厚生について
●　焼き肉会を開いている。コロナ前は札幌に行き、観光地巡りで一泊等していたが、まだそこま

では再開していない。
●　作業着、作業手袋等は貸与しているが、当初の契約期間の 3 年に満たずに転職する場合は、負

担してもらう。それと寝具。作業着同様、転職した場合は、自己負担してもらう。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　9 品目を栽培しているが、最初はもっと少なかった。機械化できる効率の良い作物を増やし、

リスクを分散している。労働力も増えるが、特定技能の労働力を駆使して、対応している。
●　年間の経営安定につながり、売り上げは倍になっている。

［事例2］　向井農園
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■ 帰国後の交流について
●　ラインで連絡を取り合っている。コロナ入国制限解除前は、何かと状況をやり取りしていた。
●　人材紹介を頼むこともあり、入国制限があった時、いま日本で働いていて、もう少しで期限が

切れる場合は紹介してほしいと伝え、大いに役立った。
●　帰国後も SNS 等でやりとりし、人材の紹介など情報をくれることを期待している。

■ 採用の増員について
●　9 月に 1 人、インドネシアからの人材が増える予定。住居は最大 5 人まで可能であり、増やす

可能性は大いにある。

■ 特定技能 2 号の移行について
●　家族の帯同が可能となるが、そうなった場合は、住まいの問題や子供の教育面など、向井農園

としてはサポートが必要となる。労働力の固定化にもつながるため、前向きに考えないといけな
い。仕事も詳しく、事業主の息子のサブリーダー的存在にもなれると考えている。

●　特定 2 号に農業も入ると聞いている。「来年から変わると、奥さんとこっちで暮らしたいか」
と聞いたら、「できるなら暮らしたい」、また「子供を連れてくることができるよ」と話した。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　カンボジアやネパールを検討している。国の情勢や社会不安等により、人材の送り出しも影響

を受けるため、リスク分散の観点からも新規受入れ国は考える必要がある。
●　国が豊かになると、日本に来たいというニーズは薄れてくる。そこまでいっていない国を準備

し、実績を作っていく。そういう進め方が大事と、登録支援機関のチョモランマの社長と話して
いる。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　車の免許を取得している外国人材もかなり増えた。警察官とも連携し、交通安全や、事故・事

件に巻き込まれないための講習を行っている。労基署も、労働についての労災関係等の講習を毎
年やってもらっている。

●　共生社会が求められる。日本で生活するなら、子供をどう教育するかといった問題。両親の希
望、日本で教育受け、ある年齢になったらインドネシアの学校に入れたいなど。日本で教育受け
させる時期、学校や保育所関係などの要望も知っておかないといけない。

❼ 特定技能外国人の声

エリ ナナン プラタマさん
●　向井農園では野菜の種蒔き、収穫をしています。ダイコンの間引き作

業が楽しいです。大変なことは特にありません。
●　日本での生活で大変だと思うことはゴミの分別です。他は暮らしやす

いです。
●　休日には、バレーボールや釣り、ギターをひいて過ごしています。
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●　将来の夢は、農園の社長になることです。

ワヒュ セテイオ アジさん
●　野菜の種蒔き、草取り、収穫をしています。大変なことはないです。
●　日本の暮らしは、ゴミの分別が大変だと思います。それ以外は暮らし

やすいです。
●　休日は、スマホゲームやギターを演奏しています。
●　将来は、農園の社長になることが夢です。

［事例2］　向井農園
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❶ 基本情報

■ 経営規模
●　耕作面積　　露地栽培 28ha、ハウス 72 棟
●　主な作物　　イチゴ、オクラ、アスパラガス、水稲など
●　売 上 高　　およそ 4 億 2 千万円
●　社員構成　　日本人 21 人
　　　　　　　　外国人 38 人
　　　　　　　 

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　29 人（ベトナム = 男性 3 人・女性 3 人、ネパール = 男性 10 人、インド
　　　　　　　　　　　ネシア = 男性 8 人・女性 5 人）
●　技能実習生　　　　6 人（インドネシア = 女性 6 人）
●　技術・人文知識・国際業務　　1 人（ベトナム = 女性 1 人、総務経理通訳）
●　特定活動　　　　　2 人（インドネシア = 男性 1 人、女性 1 人）

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　きっかけは人手不足。外国人は、家の手伝い等で農作業経験を持つ人が多く、日本人よりも農
業の辛さや過程をよく知っている。日本語が通じなくても、身振り手振りで教えると飲み込みが

受 入 れ 機 関

登録支援機関

株式会社Farm大越
（栃木県宇都宮市）

合同会社INO
（栃木県宇都宮市）

日本人も外国人もすべてにおいて一緒
キャリアアップ、昇給は実力主義

［耕 種］

事例 3
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早い。
●　賃金よりも目標設定が必要。日本でどのような生活がしたいのか、帰国してやりたいこと等を

伝えてきた時に、そのためにはどうしたらいいかを考えて目標設定をする。さらに、適した部署
に配置する等の後押しをする。

■ リクルート方法について
●　自社の技能実習 2 号修了者や帰国していた自社の元実習生、他社の技能実習 2 号、3 号修了者

等を採用している。自社の外国人や、他社の外国人従業員からの紹介、民間のマッチングサービ
ス等を通じての採用もある。多種・多様な人材をリクルート。

●　ネパール人は、農業技能特定試験合格者。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　1 年更新の直接雇用。就業規則等が守られているか等をチェックし、問題なければ 5 年間は連

続して雇用する見通し。
●　就業規則は日本人、外国人で違いはなく、共通した内容。

 　 
■ 支援計画について

●　登録支援機関と作成している。特定技能外国人にも就業規則が重要となるので、支援計画は就
業規則に基づいて行う。

●　雇用条件や納税義務、生活・手続き面の支援に関する説明まで、入国前ガイダンスで一通り説
明し、書面にて確認している。この際に就業規則も説明し、仕事を辞める時は 30 日前に通告し
てほしい等を周知している。

●　コミュニケーションは大事であり、日本語検定 1 級取得者のベトナム人通訳を通じて、外国
人材の言葉の熱気もくみ取る。

■ 住環境について
●　自社所有の寮が 11 軒、会社名義で賃借のアパート、一軒家等が 10 数軒。
●　居住費は 1 人 20,000 円程度。間取り 2DK なら 2 人、3DK なら 3 人等、各人に個室がある。
●　職場からの距離は 2㎞以内におさめている。
●　害虫駆除に約 100 万円かかった。

［事例3］　株式会社Farm大越

大越本部長と開発担当の甲斐さん
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■ 苦情対応や外国人材の要望について
●　週休 2 日制を、1 日制にして働かせてほしい。時給 1200 円にしてほしい。

❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
●　時給 920 円から 1,200 円。（令和 5 年 8 月 4 日時点）
●　基本は就業規則により日本人と同じ待遇だが、特定技能は入社 3 カ月間は試用期間とし、最低

賃金スタート。その後 3 カ月もしくは能力次第で時給 920 円、更に 3 カ月後に能力により 950 円
に上がる。6 カ月後には何ができるかを自己アピールしてもらい、説明できる人は 980 円。その後、
1,000 円、1,200 円と段階的に上がっていく。

●　1 日の労働時間は 6 〜 12 時間。休憩時間は繁忙期に 1 日 2 時間、それ以外は 1 日 1 時間 30 分。
休日は年間 105 日としている。

●　年収が 200 万円〜 350 万円に収まるように、労働時間を守っている。250 万円が中心で、300
万円が 2 割程度いる。

●　時間管理はアプリで行っており、任意のタイミングで申告できる。外国人材は水増し時間管理
等もあり、勤怠報告に誤りがないよう注意を行っている。

■ 安全衛生について
●　会社として、GAP（JGAP、グローバル GAP）を昨年、HACCP 等を一昨年から取得し、教

育している。

■ キャリアアップ、能力向上について
●　目標設定により給与アップ。3 カ月ごとの面談時に設定している。
●　外国人リーダーを配置している。日本語のレベルにもよるが、農場長や管理者への昇格も検討

している。
●　自動車免許の取得を希望する場合は、自費で取得してもらう。重機やフォークリフトの免許取

得については、100% 補助する。
●　日本語能力試験の受験を希望する場合、必要に応じて受験料の立て替えや、試験会場までの送

迎、準備等に協力している。
●　自治体の夜間学校や日本文化交流会等とも協力体制にあるが、外国人材の出席者は少ない。



19

■ 福利厚生について
●　福利厚生としてディズニーランドへ行った。BBQ、サクランボ狩りや、圃場がある日光にも

観光に行ったことがある。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　全体として、労働力がアップし、規模拡大や売り上げ増加につながっている。しかし、外国人

従業員を管理する、日本人従業員の業務については増加している面もある。
●　外国人は、暦の上で祝祭日等が異なるため、正月等にあまり休みを取らない傾向にある。その

ため、日本人が休暇を取得しやすくなり、労働時間の適正化につながっている。
●　受け入れてから、宗教の問題、日本人の常識は通用しないなど、新たな課題も出てきた。
●　制度の仕組みを簡素化し、日本人労働者と同じ扱いをしていくことが大事ではないか。

■ 帰国後の交流について
●　基本は自己都合での退職や帰国のため、交流はしていない。
●　過去に、帰国した外国人が人材ビジネスで利益を得ようとする事例もあり、注意している。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　ウズベキスタン、タイ、中国、フィリピン、ラオスを検討している。
●　募集しても日本人従業員が来ない限り、外国人労働者の雇用を増やすしかない。
●　日本人従業員採用よりも、お金がかかる点が難点である。

■ 特定技能 2 号について
●　現在働いている外国人従業員に、特定技能 2 号活用の意向がある。
●　人材不足でもあり、国の制度として仕方がない部分もある。

［事例3］　株式会社Farm大越
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■ 共生社会の実現について
●　地域のお祭り等に、外国人材も積極的に参加しているが、外国人同士の差別感もあるようだ。
●　地域の田んぼ草刈り等の作業にも参加する。
●　自治体へも、外国人交流会やセミナー等の開催支援をお願いしたい。

❼ 特定技能外国人の声

●　ベトナムでも農業をやっていたため、現在の仕事は特に難しいと感じていません。
●　帰国後は色々な仕事をやりたいです。将来のことは考え中です。
●　5 年間は頑張りたいです。2 号試験を受けたいと思っています。
●　日本人従業員ともよく話しています。
 

特定技能外国人のホアンさん
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❶ 基本情報

■ 経営規模
●　耕作面積　　6ha　ハウス：大型水耕 1 棟、土耕 11 棟　
●　年間売上高　　3.3 千万円　4 代目
●　主な作物　　�水耕栽培小ネギ、パクチー、スイカ、とうもろこし、落花生など 20 品目、八街

市ふるさと納税返礼品登録作物もある
●　栽培形態　　施設、露地
●　社員構成　　日本人 10 人（うちパート 7 名）、外国人 3 人
●　そ の 他　　�当地で、100 年続く農家。30 年前、水耕に取り組む PJ（プロジェクト）に参加。

当時はサラダホウレンソウ。7 〜 8 年前から葉ネギに転向。現在通年で作ってい
るのは、水耕ネギとパクチー。父親の代から、独自販路に変更。

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　3 人（ベトナム、男性 1 名、女性 2 名）
●　技能実習生　　　　1 人（ベトナム　男性）

　　　　

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　両親の高齢化に伴い、事業を継続させていくために平成 20 年に法人化し、現代表が代表取締
役に就任。父親の個人農家の技能実習生として就労していたスタッフを、特定技能に移行する際

受 入 れ 機 関

登録支援機関

株式会社グリーンファーム落合
（千葉県八街市）

G8行政書士法人
（埼玉県本庄市）

100年以上の幅広い野菜栽培で、
ちばエコ野菜認証などを取得

［耕 種］

事例 4
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正社員として登用。社会保険など整備し、安定した耕作体制を構築した。
●　ベトナムから受け入れた男性スタッフは、母国の両親に仕送りをしており、安定した勤務環境

を求めていた。そこで働きぶりや生活ぶりも分かっており、特定技能として雇用した。

■ リクルート方法について
●　最初の 1 名は、技能実習生として受入れ機関からの紹介で受け入れた。彼からの紹介で、他社

の技能実習生であった 2 人目、3 人目が採用できた。
  

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　自社に対する愛着やロイヤリティを高める意味でも、直接雇用し、適切な雇用関係を維持する

ことが望ましいと考えている。契約は 1 年ごとの更新だが、基本的には、可能な限り長期で雇
用したい。

●　定期的に面談を行い、耕作ノウハウを伝授しつつ、可能な限りの IT 化、自動化、可視化により、
新たな外国人労働者を採用した際にも , スムーズに業務に入れるようにし、安定した雇用環境を
目指している。

●　特定技能化する際の入管への申請実務等を専門に行っている、行政書士事務所に業務委託し、
適切な雇用が守られるよう配慮・努力している。

■ 支援計画について
●　登録支援機関から書類のひな形を用意してもらい、自社で作成。
●　ガイダンスでは、雇用条件や納税義務の説明とともに、代表が IT 関係の会社の経営者でもあ

ることから、転職等についても IT 会社の経験を踏まえて説明している。

■ 住環境について
●　男性一人は、両親が住んでいる母屋の敷地内に 6 畳の部屋を用意、女性二人は会社で契約する

寮を用意。個人負担がそれぞれ違うが、差が出ないように家賃補助を支給している。

■ コミュニケーション
●　繁忙期が落ち着いたら食事に連れていくなど、困りごとなどないか、フランクに話せるよう、

心掛けている。出荷に載せられない B 品の野菜など希望があれば持たせ、いただきものを分け
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るなどしている。
●　彼らは、仕事が終わってから趣味でベトナム野菜などを作っており、逆にそういったものを分

けてくれたり、ベトナム料理、タイ料理などを作ってきてくれる。近隣の彼らのコミュニティー
の人達とも、野菜を分けあうなど、農家ならではのやり取りは意識してするようにしている。

●　細かい要望などは、常にコミュニケーションの上、希望に叶うよう善処している。苦情に至る
前に、可能な限り聞きとって対応している。

■ 地域交流について
●　当地の収穫祭、夏祭りなどに参加。近隣の他業種の会社でベトナム人を多く受入れているとこ

ろがあるので、その人達も連れて行っている。
●　特定技能外国人も積極的に参加し、楽しんでいる。

 　 　　 

❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
時給制：勤続年次によって 1,034 円〜 1,240 円
●　時間外・休日労働は 25% を上乗せして支給。雇用者の義務として当然のことと考えている。
●　賞与年 2 回、男性には外国人材育成手当（1 万円）を毎月 1 人に支給、他に女性 2 人には住宅

手当（13000 〜 15000 円）を毎月 2 名に支給。
●　8 時間労働。夏場は終了時間が遅くなるが、暑い時間帯の業務を避けるため、昼休みを数時間

に延長するなどして調整している。
●　長時間労働、連続勤務などは禁止している。
●　休日に関しては、近隣のベトナム人材との付き合いに目を配りながらも、プライバシーへの配

慮も怠らないようにしている。

■ 安全衛生について
●　大きな重機は使わない職場だが、新しく機械を使う時は、注意している。男性には、今後フォー

クリフト安全講習を受講してもらうつもりだ。

■ キャリアアップについて
●　他の 2 人を指導している男性には、毎月人材育成手当（1 万）を支給。ゆくゆくは、農場長、

生産の責任者をやってもらいたい。
●　女性一人には、受注管理、出荷前の検品作業など商品、事業の価値が上がる業務を責任者とし

［事例4］　株式会社グリーンファーム落合
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てやってもらい、もう一人には、生産ラインの管理、ロッドの管理などをやってもらいたい。
●　今後規模拡大し、外国人材を主体とした労働環境になることを想定し、3 人とも何等かのリー

ダーにしていく予定。
●　お給料だけでは人は残せない。どのように成長できるかのイメージを本人にも伝え、こちらも

環境を整備していく。

■ 能力向上について
●　3 人とも日本語検定 2 級をもっている。
●　今後、自動車・フォークリフト等の講習や免許取得することがあれば、100% 補助する。

■ 昇給
●　特定技能に移行してから現在までに、1 人は 2 回、他 2 人は 1 回昇給している。
●　評価制度による昇給の仕組みがある。
●　賞与 30,000 円の、年 2 回支給も行っている。

■ 福利厚生について
●　夏場の作業着にファンのついたものを支給している。
●　花見、クリスマス、BBQ など行事の実施。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　日本人のパートさん達も勤務しているが、年齢が高く、若い特定技能人が働いていると職場に

活気がでる。重いものを持ってくれたり、気のいい子達なので、会話しても楽しい。ベトナムの
料理やスイーツを作って持ってきてくれるなどのやり取りもあり、職場の活性化になっている。

●　手の行き届かなかった夏野菜も、彼らの労働力があることで、質・量ともに良くなり、収益化
できた。

●　コロナ禍で、出荷していた外食業専門の仲卸業者が倒産し、売上減になったが、その時始めた
ネット販売の方で、季節野菜やパクチーなどで売上を増やすことができ、カバーできた。

●　車で2〜3分のところにある耕作放棄地を、落花生畑にしている。彼らがいないとできなかった。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　今後外国人材を増やしていきたい。規模拡大し 10 人程度にはしたいが、他国籍化は考えてい

ない。

■ 特定技能 2 号について
●　意向があり、制度について調べている。建設など先行している業界では、審査が厳しいとの話

も聞いており、日本語能力の向上等、準備は進めていきたい。

■ 地域共生化に向けた取組について
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●　地元の自動車教習所では、外国人専用コースの設置など、共生化に配慮している事例も出てき
ている。

●　敷地内の空き部屋を、近隣のベトナム人コミュニティの食事会などの場所として開放している。
自社従業員のコミュニティの顔ぶれを把握することも出来るので安心である。

❼ 特定技能外国人の声

ドンさん、ファンさん、グェンさん
●　来日して、農業の技能実習生として 5 年、今 8 年になります。
●　私も 8 年です。以前は縫製、検品、プレスなどの仕事をしていました。
●　日本で働きたかったのは、高収入と、専門の勉強をしたかったからです。
●　ベトナムのハノイから来ています。
●　両親、子ども、夫など、母国の家族に仕送りをしています。
●　車の免許をとりたい。
●　仕事に不満はありません。日本で長く働きたい。特定技能 2 号の試験も、頑張りたい。

落合代表と特定技能外国人

［事例4］　株式会社グリーンファーム落合
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❶ 基本情報

■ 経営規模
●　耕作面積　　25ha（施設、露地） 、（冷蔵）貯蔵庫 100 坪完備
●　主な作物　　キャベツ、タマネギ、キュウリ
●　社員構成　　日本人 17 人、外国人 17 人
　　　　　　　 

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　5 人（インドネシア　男性）
●　技能実習生　　　　12 人（インドネシア　男性 7 人、女性 5 人）

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　人手不足解消のために導入。外国人材はやる気があり、仕事への姿勢が非常に良く、技能実習
生のお手本として指導や強化にも役立った。

●　技能実習生から継続して雇用することで、外国人材が活躍できる場が、より一層増えた。
●　外国人材側は、高賃金への期待や、農業における知識・経験を深めるため、日本での就労を希

望。継続して日本で働くことで、母国の家族を助け、家を建てる目標を持っている人が多い。ま
た日本の農業技術を母国で活かしたい人もいる。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

株式会社フレッシュ・オガケン
（愛知県田原市）

AGS協同組合
（愛知県豊橋市）

「分からない」はNo!
積極的に自分から学ぶ姿勢を大切に

［耕 種］

事例 5
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■ リクルート方法について
●　自社の技能実習 2 号修了者を、特定技能として 2 人採用した。2021 年に特定技能に移行。継

続希望者は受け入れたい。
●　インドネシアで資格を取得（試験合格）し、特定技能として 3 人採用した。監理団体や登録支

援機関からの紹介で、2022 年に雇用している。
●　自社の技能実習修了者は、コミュニケーションが取りやすく、長期に働いて欲しいが、帰国す

る外国人材もおり、海外での資格取得者も採用することになった。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　直接雇用で 1 年契約または 2 年契約の更新。本人の意思により長期雇用も可能。
●　国籍関係なく、働き手として見ている。長く在籍してもらい、日本で家族が出来たら、アパー

トを借りる補助を出すような支援を考えている。
●　雇用主側も、外国人材側も、長期での雇用を希望している。

■ 支援計画について
●　支援計画は、登録支援機関と協力して事務手続きを行う。
●　ガイダンスの際に、就業規則をアナウンスする。嘘をつかない、理由を言ってから休みを取る
（無断欠席は NG）、報告連絡することなどは、最初にしっかりと話す。人に迷惑をかけるなどが
あれば、都度ルール作りを行う。

■ 住環境について
●　男性は 1 軒屋（個室 10 部屋）を借りている。女性は近くのアパートを借りている。
●　距離は、職場から 3km 程度。通勤時、会社からの送迎がある。また、自転車の貸与もあり、

休みや買い物の時に利用している。
●　1 人 1 部屋の人が多い。会社から家賃補助が出ており、男性は 2 万 5 千〜 3 万円程度。女性は

2 万 5 千円程度。
●　自治体から出ているポスターで、ごみ分別の注意喚起をしている。

■ コミュニケーションについて
●　定期的な朝礼やミーティングで、業務内容の説明等を行っている。
●　仕事中は日本語を使うように指示。インドネシア人同士でも、仕事中は日本語を使うように意

［事例5］　株式会社フレッシュ・オガケン
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識してもらう。
●　分かりやすい日本語で説明することを、心がけている。日本語が理解できない時は、必ず聞き

直してもらう。日本語での説明が分からない場合は、他の外国人材に頼み、インドネシア語に変
換し伝えてもらう。その後、理解できたかを本人から日本語で説明してもらう。また、簡単な日
本語をノートに書いて説明し、何回も見返せるようにしている。

●　国籍区別なく、同僚同士のコミュニケーション、昼食や休憩を取るようにしている。従業員同
士、業務以外の会話も行うように心がけている。

●　チーム分けの時に、在留 3 年目 2 年目 1 年目と分けて、コミュニケーションを取りやすい環
境を作っている。

❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
●　時給制　1,000 円（2 年目以降は昇給予定。能力に応じ、最大 200 円まで昇給制度あり）
●　労働時間平均 8 時間（残業あり）。繁忙期（2 〜 7 月）は残業が多い。季節により作業量が変

わるので、変形労働制にしている。残業代の支給のほか、残業が長くなる時は食事を支給。
●　週休 2 日制。長期休みは、繁忙期があるので、事前に要相談。長期休暇は、なるべく閑散期

に取得し、一時帰国等してもらう。
●　休憩時間は、午前 60 分、昼 60 〜 90 分、午後 90 分。繁忙期は労働時間が長いので、休憩をしっ

かりとる。
●　休憩の回数、時間は、許容範囲内で、作業チームごとに決められる。昼休憩を長くし、所要を

済ませたり、仮眠をとることも可能。休憩時以外の水分・塩分補給は、自由に行える。休憩時間
に体調確認などを行う。

●　制服（作業服）の支給あり。

■ 労務管理について
●　勤怠管理は会社でしっかり行い、外国人材からの申告と日本人従業員の申告に相違がないかを

確認する。相違があった場合は、外国人材側に説明して納得してもらう。

■ 昇給等について
●　能力に応じて、50 〜 200 円程度まで賃金昇給の仕組みがある。
●　節目ごとに評価制度（作業能力や日本語能力アップ、後輩へのフォローアップ）に従い、昇給

を行う。
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●　リーダー手当は、月 3 千〜 5 千円。

■ 安全衛生について
●　作業上、注意喚起があるときは、朝のミーティング時や作業前にチーム長が、安全注意を促し

徹底している。
●　分かりやすい日本語表記の掲示で、注意喚起している。
●　大きな声で合図や声掛け等を行うことを、徹底している。

■ キャリアアップについて
●　作業のリーダーやサブリーダーを決め、能力に合わせて昇給するキャリアアップの仕組みがあ

る。仕事への姿勢や日本語のレベルを見て、リーダーへの昇格を決める。
●　現在、外国人材のリーダーとサブリーダーは、合計 3 人。技能実習生から 6 〜 7 年目、給料

は 25 〜 27 万（固定給）程度。
●　「日本で稼ぎ、結婚し、子供が小学校入学するまで日本で働いてもらう。帰国後、母国で目標

や夢をかなえる」という外国人材モデルを作り、入国後 1 〜 2 年目の外国人材の模範になるよ
うにしたい。

■ 能力向上について
●　日本語を理解できるまで説明を行う。また、日本人と同じ仕事を行う。必ず指導員を付けるよ

うにする。
●　6 年目以降の外国人材で、日本に長期滞在する意向がある場合、自動車運転免許を取得するよ

うに勧めている。自動車、重機、フォークリフトなどの講習や、免許取得のための補助がある。

■ 福利厚生について
●　特定技能で、日本で結婚して子供が出来た人に対し、子供手当を考えている。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　人手不足解消、労働力アップや職場活性化、売り上げ増加につながった。
●　外国人材を受け入れたことで、ローテーションを組みやすくなり、GW、お盆、正月、子供の

行事など休みが取れなかったが、日本人従業員が休めるようになった。
●　特定技能外国人が技能実習生の模範となっている。

■ これから特定技能を受け入れる方へアドバイス
●　日本人もインドネシア人も同じ。しっかり働いて稼ぎ、仕事面でもプライベート面でも独立し

た考えを持って頑張ってもらうことが、本人の力になっていくと思う。
●　仕事内容でも日本語でも「分からない」という事がないように自ら学び、自分の仕事に責任を

持ち、他人任せにしないことがとても大事。

■ 帰国後の交流について 
●　在籍している外国人材と、帰国者が SNS でやりとりしており、情報をくれる。

［事例5］　株式会社フレッシュ・オガケン
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■ 採用の増員について
●　その時の業態と雇用のバランスを見て、農作業や商品の検品、その周辺作業、パッキング、ハ

ウスの遮光塗などで、増員を考えていきたい。
●　よく働き、技能実習生と比べ能力が高いこと等から、在籍している技能実習生が希望したら採

用したい。

■ 特定技能 2 号の移行について
●　在籍している特定技能の希望があれば、受け入れたい。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　引き続きインドネシア人を希望。
●　文化・週間による生活様式や、宗教観や食事面で慣れている人がいい。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　近くの神社のお祭りへ個人で参加している。

■ 自治体に対しての要望
●　特定技能 2 号が始まったら、入国や書類のサポートを希望する。
●　農業は荒天などに左右されるため、条件を満たせば時間外労働を緩和できるような仕組みが欲

しい。

❼ 特定技能外国人の声

●　リーダーとして頑張っている。
●　家族のためにお金を稼ぎ、長く働きたい。最近、インドネシアに家を建てた。
●　会社はみんなが優しく、仕事も楽しい。
●　日本での生活は、休みの日に仲のいい人で買い物に行く。
●　日本の気候は夏が暑くて湿度が高いので大変。インドネシアより暑い。
●　日本へ来る人へ「日本語の勉強をがんばってください。」

写真：小川社長（右）と特定技能外国人（左）
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❶ 基本情報

■ 経営規模
●　耕作面積　　40ha（露地）、ハウス 254 棟（8.5ha）
●　主な作物　　ホウレンソウ、ブロッコリー、ハクサイ、ネギ
●　社員構成　　日本人 101 人（正社員 11 人、季節雇用パート 90 人）
　　　　　　　　外国人 24 人（正社員 1 人、季節雇用特定技能 8 人含む）
●　売 上 高　　4 億円

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　常勤 7 人（フィリピン　男性）
　　　　　　　　　　　季節雇用 8 人（インドネシア　女性 6 人、ベトナム　女性 2 人）
●　技能実習生　　　　8 人（フィリピン　男性）
　　　　　　　 

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　事業が拡大するにつれ、外国人の求める役割が大きくなり、外国人の雇用を増員。外国人材を
受け入れ始めた頃から比べ、売上高が約 3 倍になった。現在の事業規模になれたのは、外国人
材の力が大きい。
●　技能実習生から継続して雇用することで、外国人材の活躍できる場面が、より一層増えること

受 入 れ 機 関

登録支援機関

株式会社アグレス
（長野県南佐久郡南牧村）

瀬戸内テック協同組合
（広島県福山市）

日本一アグレッシブな農家を目指して
一人一人が主役として輝く職場に!

［耕 種］

事例 6
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を期待している。
●　外国人材側も、フィリピンの給料が日本より安いため、継続して長期に日本で働き、母国に家

を建てる目標を持っている人が多い。

■ リクルート方法について
●　自社の技能実習 3 号修了者を、2021 年に特定技能として 4 人採用、また他社の技能実習 3 号

の修了者を、特定技能として 1 人採用した。
●　帰国していた自社の元実習生を、特定技能として 2 人採用した。技能実習修了時は特定技能制

度がなく、帰国後、SNS を通じ、改めて就労の希望があった。登録支援機関や送出機関の協力
のもと、母国で特定技能の資格を取得し、2022 年 10 月に特定技能として雇用した。
●　季節雇用の特定技能の一部の人は、他社の技能実習 3 号修了者だったが、インドネシア国籍の

多くは、母国で特定技能を取得した後に入国し、採用した。他の法人で働いた後、転職してきた
外国人もいる。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　直接雇用で 1 年契約の更新。実習生から特定技能に移行し、雇用主側も外国人材側も、長期

労働を希望している。
●　季節雇用の外国人材は、5 〜 10 月はアグレスで契約し、11 〜 4 月は宮崎の法人で契約している。
●　2022 年に派遣契約で 2 人採用したこともある。

■ 支援計画について
●　支援計画は、登録支援機関と協力して事務手続きを行う。
●　ガイダンスでは登録支援機関が間に入り、給与・控除など雇用条件、納税や国民年金等の納税

義務、転職自由などを説明する。
●　社会保険に加入しているので、差し引かれる金額が大きいが、自社の実習生から特定技能に移

行した人が多いので、税金等には納得して契約している。

■ 住環境について
●　常勤の外国人材は、1 軒屋（個室 10 部屋）とプレハブ（個室 5 部屋）で生活。一人一部屋を

確保しており、Wi-Fi も完備。季節雇用は、近くの賃貸物件を借りている。
●　住宅費は会社が負担。光熱費は外国人材へそれぞれ請求。
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●　会社と宿舎は車で 5 分の距離。運転免許を取得し、車を持つ人がいる。

■ コミュニケーションについて
●　朝礼やミーティングで業務の説明を行い、日本人と区別なく、コミュニケーションを取るよう

に心がけている。元気に挨拶をする、健康確認を行うという基本的事項は、特に気を付けている。
●　外国人材側で日本語を話せる人が多いので、積極的に日本人とコミュニケーションを取ってい

る。外国人材が朗らかなため、多人数の日本人のパート側からも、とても評判がよく、重い物を
持つなどの手伝いも積極的に行っている。

❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
●　時給制　1,068 円
●　時間外労働について、特定技能（常勤）は、25% 増し。特定技能（季節限定）は、割り増しなし。
●　賞与は年 1 回 40,000 円をベースとして支給。季節雇用は支給なし。
●　勤務時間は、8 時間。季節ごとの変形労働制を採用。
●　週休 1 日制。ローテーションを組み、全員が月 2 日は必ず休むように徹底している。その他の

休日は、希望により休日出勤が可能。
●　休憩時間　午前 40 分、昼 60 分、午後 10 分。体調確認やドリンク提供をしている。

■ 安全衛生について
●　常に事前に社員が安全注意を促す。また、大きな声で合図や声掛けを行うことを徹底している。
●　パイプハウス作業で昇る時は、必ずヘルメットを着用する。
●　機械を操作で危険が伴う場合は、社員が同伴する。

■ 労務管理について
●　作業ごとに部署が分かれており、全部署で勤務時間が完全に統一されてはいない。だが、その

ために給料が大きくかけ離れることはないので、外国人材側に理解してもらう。

■ 昇給等について
●　今後、賃金昇給の導入を考えている。
●　人事評価制度は、役職別（リーダー等）で手当を付け、昇給させることは可能だが、能力別で

の昇給の判断は難しく、課題である。

［事例6］　株式会社アグレス
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●　昇給することで外国人材側のモチベーションを上げたいが、平等に扱うこととのバランスが難
しい。信頼関係を崩さずに対応しないといけないと感じる。

■ キャリアアップについて
●　社員をサポートする、外国人材のリーダーとサブリーダーが、合計 3 人いる。日本人のパー

トへの指示や、現場のオペレーションを考える。
●　リーダー手当は月 1 万円、サブリーダー手当は月 5 千円を付けている。
●　リーダー等を指名する際、土屋代表、正社員、リーダー等に指名する外国人材で、事前に相談

し意思を確認する。

■ 能力向上について
●　フォークリフトの講習や運転免許取得のための補助は、100% 支援。日本語能力検定資格の取

得希望者に補助したことがある。
●　自動車運転免許取得者は、近くの教習所に通い、免許を取得した。
●　重機やフォークリフトに関しては、今後取得を目指していく。

■ 福利厚生について
●　部署ごとに福利厚生費を補助。休憩時間のドリンク提供、BBQ、花見などのイベントを行う。
●　会社全体として年 2 回の BBQ、年 2 回の日帰り旅行、忘年会を行う。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　規模拡大の効果が非常に大きい。また、長く在籍する特定技能には、技能実習生を引っ張って

いくことに期待している。
●　特定技能の年齢は 30 代が多く、落ち着いて仕事ができる。
●　モチベーションが非常に高く、熱い志が会社全体にとてもいい影響を及ぼしている外国人材が

多い。

■ これから特定技能を受け入れる方へアドバイス
●　一番は信頼関係を築くこと。外国人材側と十分にコミュニケーションをとり、威圧的な事はせ

ず、モチベーションを上げるために、各人ができることを考えることが大事だと思う。

■ 帰国後の交流について 
●　帰国実習生とは SNS でやりとりがある。特定技能を通じて情報をくれることもある。

■ 採用の増員について
●　年間 20 人程度に増員したいが、宿舎の問題が課題。
●　短期の派遣雇用等も考えているが、周辺に賃貸物件が少ない。採用を増やすなら宿舎を建てた

方がいいが、費用面で難しい。
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■ 特定技能 2 号の移行について
●　特定技能で採用している外国人材側の希望があれば、受け入れたい。
●　外国人材には、自らの意思を持って働いて欲しい。外国人材側が働きやすいように、支援して

いく。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　特定の国に指定はないので、縁があれば受け入れていきたい。
●　宗教観や食事の面や、在籍する外国人材とのコミュニケーションの面で折り合いがうまくいけ

ばいいと思う。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　地域の共同作業として、5 月に道路などの清掃活動に社員や外国人材と参加。
●　外国人はゴミ出しのルールを理解することが難しいため、自治体の支援として、ゴミの出し方

について各国バージョンのポスターがある。
●　行政には地域行事を増やし、外国人材と地域の人と交流できる機会を作るなど、バックアップ

してもらいたい。

❼ 特定技能外国人の声

●　家族のためにお金を稼ぎ、長く働きたいです。目標は、フィリピンに
家を建てることです。
●　日本の生活に満足しており、自動車の運転免許を持っているので、自

分で買い物に行きます。
●　仕事や生活に困ったら、フィリピン人の正社員に相談しています。
●　これから日本へ来る人へ、「日本語をしっかり勉強して、健康な体で

来て欲しいです」
●　野辺山は、気候はいいが、冬はとても寒いです。
●　仕事は難しいですが、楽しいです。慣れれば問題なく働けます。
●　サブリーダーとして、リーダーを支え、頑張っています。

特定技能外国人のサブリーダー（左） と土屋代表（右）

［事例6］　株式会社アグレス
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❶ 基本情報

■ 経営規模
●　耕作面積　　施設 3.8ha（ハウス 2ha、ミニハウス 1.8ha）、露地 3ha
●　主な作物　　ナス（施設）、空芯菜・スティッコリー（露地）
●　売 上 高　　約 9 千万円
●　社員構成　　日本人（正社員）13 人、外国人 10 人

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　　　　　�4 人（ベトナム　男性 1、女性 1、インド　男性 2= 第 1 回海外試

験合格者）
●　技能実習生　　　　　　　　6 人（ベトナム　男性 4、女性 2）
●　技術・人文知識・国際業務　2 人が 2023 年 1 月まで在籍した。

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　人材不足解消、事業規模拡大のほか、身に着けた技能を生かし、日本でさらなる技術向上と経
験を積み重ねることで、企業にとってさらに優秀な人材となることを期待して導入した。
●　技能実習で雇用した後、制度が出来たため、特定技能として継続して雇用した。
●　外国人材側も、母国の家族の生活を守るために、高賃金への期待があり、日本での就労希望が

あった。
●　一方、熊谷ファームの販売会社設立 （ベトナム支店は準備完了、インド支店は準備段階）の意

図を外国人材にも説明し、外国人材側も早く造ってほしい要望がある。

■ リクルート方法について
●　自社の技能実習 2 号修了者を、特定技能としてベトナム人 2 人を採用した。2021 年 5 月に特

定技能に移行。
●　農業技能測定試験合格者を、特定技能としてインド人 2 人採用した。農業分野では、インド人

として初めての海外試験合格者である。2023 年 3 月に雇用。外国人材側から見ても、実習生よ

受 入 れ 機 関

登録支援機関

株式会社熊谷ファーム
（徳島県海部郡海陽町）

株式会社熊谷ファーム
（高知県安芸郡東洋町）

日本での特定技能の経験を生かし
帰国後のキャリアも見据えた人材の育成を

［耕 種］

事例 7
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り特定技能の方が、メリットがより大きいと考える。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　直接雇用で、1 年契約の更新。
●　更新時は、自動更新となる。問題があれば、双方で申し出る。

■ 支援計画について
●　支援計画は、熊谷ファームが、登録支援機関も兼ね備えているため、自ら計画を行うが、書類

作成は専門の行政書士へ委託している。
●　インド人に対しては、インドの送出機関が、資格取得者に、事前ガイダンス（給与・候補・税

金・法律などについて）を細かく行っているため、心配がない。
●　雇用形態（月給・日給・時給）が、日本とインドでは全く違う。インドでは、仕事量に対して

の労働時間で契約する。1 日 6 時間以上は働かない（仕事中に自由な昼休憩（昼ごはん）の時間
も含まれる）。一方、日本は 1 日 8 時間 + 残業がある。まず「残業とは何か ?」を細かく説明し、
理解してもらう必要がある。
●　ベトナム人に対しては、登録支援機関でもある熊谷ファームの現地スタッフが、事前ガイダン

スを行っている。「残業の割り増し」「給料は〇日締め●日払い」というような細かい説明をする
ことで、実際日本で働いた時と食い違いが出ないようにしている。

■ 住環境について
●　特定技能 1 人と技人国 1 人が身内同士のため、マンションを借りて住んでいる。
●　会社の寮（高知県側 8 人滞在可能、徳島県側 4 人滞在可能）に、特定技能外国人が 3 人滞在

している。徳島県側は、1 軒屋（個室 4 部屋、1 部屋 6 畳程度 + リビング）、高知県側は、個室 8
部屋、1 部屋 4 畳程度 + 食堂 + 炊事場を用意。
●　家賃は、会社補助が出ており、外国人材は 1 人あたり 1 万〜 1 万 5 千円程度を負担。徳島県側は、

水道・光熱費は実費負担。高知県側は、太陽光パネルを付けているため、水道・光熱費は一律で
負担。
●　Wi-Fi 完備、エアコン完備、自転車貸与を行っている。

■ コミュニケーションについて
●　同僚同士でコミュニケーションを取ったり、国籍関係なく昼食や休憩等を一緒に取るようにし

［事例7］　株式会社熊谷ファーム
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ている。また、仕事が終わった後に、ドリンクを飲みながら、翌日の仕事内容などを話し、コミュ
ニケーションを取っている。
●　日本人でも外国人でも「歩み寄り」が大切。分かりやすい言葉で、言葉数を少なく、相手が何

を言っているか「聞く耳を持つ」ことを、全スタッフに呼び掛けている。
●　外国人スタッフが主体となり、週 1 回程度、近所の体育館を借りて、バトミントンを自主的に

行っている。参加者が 3 人以上いれば、会社が補助を出す。また、隣で練習しているチームの人
と対戦することもあり、地域交流ができる。
●　残業や税金の免除申請等で苦情や相談があるが、都度対応している。

❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
●　時給制　950 円〜、年に 3% アップしている。年収を重視している。外国人材には、時給・日給・

月給ではなく、賞与や手当も含めた年収を気に掛けるように説明している。
●　年 2 回賞与、8 万円 /6 か月を支給。会社の業績により、10 万〜 15 万程度支給の時もある。さ

らに月間目標が達成できた時（生産量が予定を超過した場合）は、月 1 万円の手当が付く。
●　労働時間は、7 時間。夏は 7 時〜 15 時 20 分、冬は 7 時 30 分〜 15 時 50 分。繁忙期は残業あり。
●　労働基準法を順守するよう気を付けている。特定技能には、残業手当（割り増し 1.25 倍）を

付けている。実習生からの特定技能も、試験合格からの特定技能も同じ待遇。
●　休憩時間は、午前中 10 分、昼休み 60 分、午後 10 分。休憩時には、体調のチェックやドリン

クの提供を行う。
●　制服（作業服）の支給あり。
●　予定した作業が早く終わった場合、予定時間分の賃金を払い、早上がりしている。予定した作

業が終わっているのに追加作業をしない。
●　翌日の作業予定・中長期の作業予定を明確にし、事前に全員で共有する。その場合、作業予定

や手順がきちんと伝わっているか、必ず本人に確認する。

■ 昇給、手当等について
●　評価も含めた賃金昇給の仕組みがある。定期昇給制である。
●　夏季・冬季賞与、住宅補助、水道光熱費補助、毎年作るユニフォーム等の作業着補助がある。

■ 安全衛生について
●　必ず周りに誰かいる状況にして、一人で作業させないように気を付けている。また、機械（ハ

ンマーナイフモアーや消毒機）を使う場合は、絶対にチームで行い、安全の声掛け等を行っている。
●　報告・連絡・相談を徹底させる。

■ キャリアアップについて
●　国籍関係なく農場長・現場管理者・指導員等、各部署のリーダーへの昇格や、外国人従業員の

リーダーへの昇格など、キャリアアップの仕組みがある。仕事の経験や、免許取得等で判断して
いく。
●　現在、リーダーとして位置づけている外国人材はいないが、自分の経験で、色々な仕事をこな

している。
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■ 能力向上について
●　長期雇用になった場合は、自動車やバイクの運転免許取得のサポートをする。免許取得時の送

迎や、面接時の通訳の派遣・補助などがある。
●　免許取得者には、会社で車やバイクを準備しているほか、維持管理費も会社で負担している。

免許取得者は、時給に反映される。
●　日本語勉強会も行っている。

■ 福利厚生について
●　会食のほかに、BBQ や誕生日会のイベントを随時実施している。
●　社員旅行は年 1 回実施。前回は大阪に行き、往復の交通費・ホテルは会社負担で、その他は自

由に行動してもらった。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　労働力アップ、規模拡大、売り上げ増加などがあった。外国人材が入る前は、売上高が 2 千万

円だったが、現在、売上高 9 千万円まで増加している。
●　日本人の独立希望者を管理者候補として育て、外国人材がワーカーとして管理者候補の下で働

くため、独立希望者が育ちやすい環境もできた。
●　開拓しないと農地がないため、耕作放棄地を回収して開拓しており、耕作放棄地の解消につな

がっている。
●　外国人材は、近所のスーパーやショッピングセンターに行くことが多く、外国人材が多い地域

では、地域経済の活性化につながっている。

■ 受け入れ準備について
●　賃貸の用意をしていたが、ビザの関係で外国人材の入国が遅れた際に、賃貸が無駄になったこ

とがあった。自社の寮を確保することで、入国が遅れた際でも対応ができるようになった。

■ これから特定技能を受け入れる方へアドバイス
●　作物によって、外国人材の向き不向きがあるため、経験者の優遇採用であれば規模拡大のチャ

ンスです。低賃金の採用として考えるのではなく、技術者としての採用も検討の余地があると考
えます。
●　適役の外国人材をサポートして、仕事や生活がしやすい環境にすれば、その人材を見て次の人

［事例7］　株式会社熊谷ファーム
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材が入ってくることもあるので、成功事例を作ることが大切です。

■ 帰国後の交流について
●　SNS を通じた連絡や、相互訪問等の交流を行っている。
●　海外展開を見据えた取り組みを行っている。そのため、熊谷ファームでは販売会社を設立し、

外国人材の母国に支店を作り、外国人材が母国で独立した時には、その販売会社に出荷してもら
うという取り組みに着手している。また、販売会社の支店を母国で設立した時に、支店従業員で
優秀な人材を特定技能で日本に派遣し、技術を身に着けてもらうというサイクルを考えている。
現在、ベトナムでは、支店設立の準備が終わり、環境が整っている。また、インドでは、支店設
立に向け、現地との協議を行っている。

■ 採用の増員について
●　現在働いている技能実習生が希望したり、会社として新規作物の参入をする際には、外国人材

の採用増員の意向がある。

■ 特定技能 2 号の移行について
●　特定 2 号の活用の意向がある。
●　社会保障（失業保険やキャリアアップの支援）や、認定就農者等がどうなるのか。働く環境だ

けではなく、生活の環境がどうなるのか、課題も多くあると思う。
●　外国人材を多く入れることで、耕作放棄地解消にもつながると思う。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　引き続きベトナム人、インド人を希望している。
●　受け入れは、積極的に受け入れたい。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　年 1 回地域のクリーンイベント（ゴミ掃除）に参加している。
●　その他、地域のお祭りの販売イベントを手伝ったり、おみこし、花火大会に参加している。
●　行政としては、外国人材に対して、分かりやすく母国語表記のサービスをして欲しい。水道契

約など、毎月や隔月など地域によって違うため、外国人が混乱する。また、「住みやすい町」を
ポスター等で積極的に PR し、リクルート支援をして欲しい。

❼ 特定技能外国人の声

（ベトナム人）
●　日本には、親戚や友人が来ており、熊谷ファームが安心した会社だと思い、働きに来ました。
●　親戚が働いているので、働くにあたり大変と思うことはなかったです。
●　日本では、楽しく生活できています。休みは、釣り・買い物・散歩・掃除をします。

（インド人）
●　日本で最先端の農業を学び、インドに帰国した時に農業ビジネスを起業することを目的に来日
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しました。
●　日本語は、インドで勉強してきましたが、作業手順や気候によって対応することが難しかった

です。
●　日本では、インド人が少ないため、寂しいことがあります。
●　休みは、海に泳ぎに行きます。

［事例7］　株式会社熊谷ファーム
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❶ 基本情報

■ 経営規模
　非農家出身の代表が他業種から参入し、農業始めて 20 数年。ヴェリタスはラテン語で真相・真
実を意味する。井口代表は徳島ファーマーズの理事長も務める。
●　耕作面積　　露地 2ha　ハウス 10 棟 1.6ha　年間売上高 1 億 5 千万円
●　主な作物　　トマト、イチゴ、露地野菜（オクラ、サトウキビ）他
●　社員構成　　日本人 12 人（社員 3、パート 9）、外国人 6 人
●　そ の 他　　�10 棟あるハウスの環境はクラウド上で管理している。3 年前から、台湾にイチゴ

の輸出も始めた。現在の法人を分社化し、それぞれの会社を経営できる人材を育
てていくことを目的としている。2 社目は、ミニトマト専門の法人である。

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　�2 人（カンボジア、女性）（2021 年〜、2022 年〜）
●　技能実習生　　　　4 人（カンボジア女性 2、ラオス男性 2）ともに 3 号

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　農業とは関係ない仕事から転職し、一からスタートして農業を始めた。当初より技能実習生を
受け入れ、立ち上げた農業法人。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

ヴェリタス株式会社
（徳島県美馬市）

徳島ファーマーズ協同組合
（徳島県阿波市）

農家ではなく一からスタート
国内外の人材を育て、将来は外国人社長も視野に!

［耕 種］

事例 8
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●　事業を拡大していくにあたり、技能実習から継続して特定技能として雇用した。
●　外国人材側は、高賃金と、日本の住みやすさ、安心・安全、また、母国では仕事があまりない

こともあり、特定技能に移行することを希望した。

■ リクルート方法について
●　自社の技能実習 3 号の修了者を、特定技能として採用した。
●　2 人とも、1 号から自社で実習しており、現在来日してそれぞれ 6 年目と 7 年目。技術も十分

にあり、信頼関係もしっかりとできている。
●　機会があれば、他社の技能実習修了者も受け入れる。来年他社で 3 号を修了する女性を、特定

技能で受け入れる予定もある。
●　今までに日本人労働者を 30 〜 40 人面接してきたが、モチベーション不足だった。そこで外国

人の優秀な人材確保に努め、実習生たちと経営規模を拡大してきたと言える。今後もグローバル
な人材を雇用し、将来の経営者・社員・パート・アルバイトなど、幅広い雇用を目指したい。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　直接雇用で 1 年ごとに契約。問題なければ、5 年間は連続して雇用する見通し。

■ 支援計画について
●　代表が登録支援機関の理事長を務めており、支援計画の実際は代表が行っている。
●　雇用条件や納税義務、生活・手続き面の支援に関する説明まで、ガイダンスで一通り説明し、

書面にて確認している。特に時間外労働の割増賃金については、特定技能でも継続して支払うこ
とを確認し、技能実習 3 号からスムーズに移行した。
●　支援計画では、日本語の勉強方法や試験の案内等を積極的に進め、また文化を感じるイベント

など積極的に実施できるように心がけている。

■ 住環境について
●　職場から自転車で 5 〜 10 分程度の所に、賃貸で 1 戸建てを用意。（男女別）それぞれ個室が

確保されている。
●　通勤用に自転車を貸与している。
●　女性用に用意した戸建ては古くなってきているので、今後アパート等に代える予定。
●　近隣住民にも配慮し、ごみ分別等のトラブルの発生はない。

［事例8］　ヴェリタス株式会社
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■ 地域交流について
●　地域の行事や、用水路の掃除、草刈などの共同作業には、男女問わず参加している。

❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
時給制　900 円
●　労働時間は、7 時間。8 時〜 17 時。休憩は昼 12 時〜 13 時と午前 10 時午後 3 時に 30 分となっ

ており、週 6 日の勤務だが、休日の前日は 5 時間。休日は週 1 回。有給休暇は年 5 日。
●　全従業員を対象に 36 協定を結んで、限度時間内の労働に努めている。技能実習生も特定技能

外国人も、残業の時給は割増（25% 増）としている。

■ 昇給等について
●　評価制度による賃金昇給の仕組みの導入を、検討している。自動車の運転免許資格取得、ハウ

スの管理、日本人への技術指導ができるなどで、役職手当の支給を考えている。
●　最低賃金が上がれば自動的に給料が上がるが、意欲的に取り組めば役職手当などによって、自

身の実力で給与をあげていけるような仕組みを作っていきたい。

■ 安全衛生について
●　7 月〜 9 月は、暑い時間 10 時（もしくは 11 時）〜 3 時を休憩時間とし、その分朝と夕方の時

間を伸ばして、実質 7 時間労働となるよう調整している。
●　安全・衛生の基準の遵守をポスターの掲示や、やさしい日本語表記による掲示などで注意喚起

している。
●　作業の安全・衛生には注意してきたが、以前に眠れないと訴えた男性の実習生を、心療内科で

診察してもらったこともあった。

■ キャリアアップについて
●　農場長、品質管理や出荷の責任者、リーダーなど、キャリアアップの導入を考えている。
●　今年からキャリアアップのコンサルタントを導入した。最初は日本人向けだが、外国人も対象

にしていく。その際、役職に見合った手当を付けていく。

■ 能力向上について
●　童話などを使って、日本語の勉強会をしている。小テストをして、獲得した点数でゲームがで

きる等の工夫をして、日本語を覚えてもらっていた。
●　日本語能力検定等への補助は 100%。運転免許取得も補助している。

■ 福利厚生について
●　春は、花見、夏はバーベキュー、秋は紅葉など、年に数回。愛媛県などへ行った。日本の四季

や、文化を感じられるようなイベントを実施している。
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❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　全体として労働力がアップし、規模拡大や売り上げ増加につながっている。また従業員が休日

を取得しやすくなった。
●　当初から自分と技能実習生で、法人を立ち上げ大きくしてきた。真面目で、熱心に仕事をして

くれるので、今後も外国人材の採用を増やしたい。
●　現在の法人を分社化し、それぞれの会社を経営できる人材を育てていくことを目的としており、

そのためのバックアップをしている。外国人に対しても、同じように育てていきたい。将来はラ
オスで農場経営の意向もあり、外国人材側にも伝えている。

■ 帰国後の交流について 
●　特定技能での帰国者はまだいない。今後帰国者には、人材を紹介してほしい希望はある。
●　カンボジアの女性の場合、結婚のため一時母国へ帰ることが多い。在籍している 1 人は婚約中

で、時期は未定だが帰国の予定がある。本人は、再度こちらで働きたい希望がある。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　事業規模に応じ採用していく意向がある。
●　輸出に加えて、養殖など他事業の展開も考えているので、多様な人材を受け入れていきたいと

考えている。

■ 特定技能 2 号について
●　特定技能 2 号についても、採用していく意向がある。事業を任せられる技術・意識の高い人

材であれば、日本人・外国人の区別なく、社長にもなってほしい。母国で社長になってもらい、
農場を一緒に経営するなど、海外展開も考えている。

❼ 特定技能外国人の声

●　カンボジアでも日本語を 6 カ月勉強してきました。ひらがな、カタカナは読めますが、日本語
の漢字は難しい。
●　日本の食べ物は好きです。うどん、焼き肉が美味しい。

［事例8］　ヴェリタス株式会社
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●　来日した時、仕事は難しかったですが、今は慣れたから、大丈夫です。
●　働いたお金で、母国に家を建てたい。自分で、コーヒーのお店をやりたいと思っています。
●　日本の人はみな優しい。怖いところもないです。

代表の井口氏と、特定技能1号（左）、技能実習生
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❶ 基本情報

■ 経営規模
●　耕作面積　　露地栽培　6,900 万円（コロナ前 8,900 万円）、30ha
●　主な作物　　レタス類、ブロッコリー、青ネギ、玉ねぎ、水稲
●　社員構成　　日本人 3 人
　　　　　　　　�外国人 7 人　（特定技能 1、技能実習 6）→ 9 月で計 9 人となる予定

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　�1 人（インドネシア、女性、2021 年 10 月から 8 ヵ月を特定技能として在留し、

一時帰国して 2023 年 8 月に再入国予定、さらに 9 月にももう一人入国予定）
●　技能実習生　　　　6 人（インドネシア、男性 3、女性 3）、9 月にもう一人

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　人手不足、事業規模の拡大、外国人材の活躍に期待等のすべてが必要であり、元技能実習生を
特定技能として雇用した。技能実習から連続して 7 年目となる。考え方としては、人材 1 人増
加について、売上高 1000 万円増を目度としている。
●　自社での技能実習修了の帰国者であり、仕事内容や本人の能力を十分に理解できている。
●　外国人材側も、日本の安全性や文化へのあこがれや、母国より高賃金による生活の安定に期待

受 入 れ 機 関

登録支援機関

芟薮健司
（香川県観音寺市）

協同組合香川豊南
（香川県観音寺市）

受入れ機関として、また登録支援機関理事長として
外国人材受入れを拡大していく

［耕 種］

事例 9



48

し、当農園でもっと働きたいと希望した。

■ リクルート方法について
●　自社の技能実習 2、3 号の修了帰国者を、特定技能として採用した。自社の元実習生であり、

より安心して雇用できると判断した。
●　自社での技能実習 3 号を経て、2022 年 5 月から特定技能として雇用したが、個人都合により

一時帰国し、2023 年 11 月より再入国。
●　9 月入国予定の特定技能外国人も、自社の技能実習 2 号修了者で帰国していたが、出産した後

特定技能として再雇用することになった。
●　帰国後もライン等でやり取りしており、お互い意思疎通はあった。
●　元技能実習生が代表を務める、送出機関の学校から受け入れている。
●　人材の出身の西スマトラ島はミナンカバウ文化で、女性が活躍する社会である。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　直接雇用で 1 年契約の更新。本人も 5 年までやりたいと希望し、労使双方が承諾している。
●　実習生時代からよく承知しており、安定的な人材確保につながっている。
●　理事長を勤める登録支援機関は、3 年間の雇用契約がベストとしてすすめている。

■ 支援計画について
●　登録支援機関は、受入れ機関から特定技能外国人と契約内容を十分聞き取り、支援内容の相談

や対応を行っている。
●　入国、帰国（含一時帰国）の費用分担については、必ず明記する。
●　ガイダンスでは、誤解のないように全ての内容を通訳介して説明し、特に雇用条件書について

は、質問を必ず受け付けて説明する。

■ 住環境について
●　登録支援機関（= 監理団体）所有のアパート等で、50 〜 60 人分の宿舎を確保している。そこ

に組合受入れの実習生と特定技能が住んでいる。
●　それとは別に、受入れ機関独自所有の家屋も所有している。
●　居住費の抑制のため、1 人 20,000 円以内の家賃としている。
●　ゴミ出しの分別等は、インドネシアの送出機関で事前教育しており、入国後の理解もよい、近

隣住民とのトラブルはほとんどない。
 

■ 地域交流について
●　地域の共同作業（河川のさらえ掃除等）、及び地域行事（町内の文化祭等）に実習生、特定技

能とも参加して、インドネシアの歌や踊りを披露している。特に祭りのかき手として、若い人材
が参加し感謝されている。
●　外国人材側も熱心に地域行事等を手伝っている。
●　一定の距離感を保ちながらも、日本人、外国人の区別なくコミュニケーションを取り、家族同

様に接している。
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［事例9］　芟薮健司

❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
時給制　950 円から 1,000 円（経験年数による）
●　賞与は 5 万円（含実習生）を出したが、売上等の業績を勘案し支給していきたい。
●　勤務時間は、7 時時間（休憩は昼 12 時〜 13 時と午前と午後 30 分ずつで、120 分）となっている。

夏場は始業時間、終了時間とも早め、6 〜 15 時勤務を原則としている。
●　休日は週 1 回の休みは必須とし、有給休暇も本人の意思に合わせて、年 5 日以上を必ず取って

もらう。登録支援機関（= 監理団体）としても、有休日数を残さないよう確認している。

■ 安全衛生について
●　香川県農協を中心とした、豊南地区 JA-GAP 研究会に所属して、JA-GAP の団体認証を取得

して実践している。
●　入国後や年 2 回の定期健康診断を徹底しており、組合も徹底指導している。日々の体調チェッ

クにより、大きな病気になる人はいない。
●　休憩時等は、飲み物は希望の物を用意しているので、自由に取って飲食をして貰っている。
●　空調服（1.8 万円程度）を自社で全額負担し、全員へ支給している。

■ 昇給等について
●　年に 1 度、昇給（50 〜 100 円 / 時 up）を予定している。
●　自動車運転免許取得や、作業内容をよく見て判断したい。

■ キャリアアップ、能力向上について
●　調査時に特定技能外国人は一時帰国しているので、11 月に特定技能を目指している実習生に、

より責任をもって仕事してもらうため、リーダーを任せ手当を支給している。
●　リーダーは外国人グループ及び日本人とも区別なく、リーダーとして働いてもらいたい。本人

が望めば、男女の区別はしない。立場、能力で判断したい。
●　日本語能力検定等に対しては 50%、自動車運転免許取得には 100% の補助で支援する。
●　自動車運転免許の取得については、香川県外国人交流協会の会長も務めている立場から、香川

県内の外国人材の免許取得を全面的に応援していきたい。
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■ 福利厚生について
●　今までに山陰、広島、京都、岐阜などへ旅行した。コロナも落ち着いてきたため、一泊旅行も

計画したい。
●　定期的な食事会や誕生日会等を、年間で 10 回程度実施している。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　労働力アップ、規模拡大、売上増加となり、職場活性化やイメージ向上にもつながっている。
●　特に耕作放棄地の解消にもつながり、高齢化等で農業をやれない 10 戸程度の農家から、農地

を賃貸して水稲等を栽培している。

■ 帰国後の交流について 
●　特定技能での帰国者はまだいないが、一時帰国している人はいる。
●　受入れ機関や理事長として、たびたびインドネシアを訪問し、送出機関の学校宿舎にも宿泊す

るなど、交流を深めている。
●　帰国後も交流を深め、一生の付き合いができる関係でいたい。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　インドネシアを中心に進めていきたい。
●　実習生ではタイ人を 1 人だけ、受け入れている。

■ 特定技能 2 号について
●　家族帯同についてのサポート等を、どこまでできるかがポイントであり、慎重に対応していき

たい。
●　外国人材側が望めば対応はしていくが、その人次第である。
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❼ 特定技能外国人の声

●　インドネシアでの生活が、仕事も無く、生活に困っていたから、日本へ働きに来ました。
●　田舎ですが、自分たちの生活圏内には、コンビニやスーパーなどが近くにあるので、困ること

はないです。
●　稼いだお金は、貯金や家族へ仕送りをし、帰国して家を建てたり、商売をするための資金にし

たいです。
●　これから来る人へのアドバイスは、日本の習慣やルールをしっかり学んで、地域の人に安心し

てもらえるようになること。自分たちが外国人だからといって、自分たちの主義、主張を強く訴
えるのは良くない。地域の人たちと、仲良く生活していく事だと思います。

芟薮さん（真ん中）と外国人材たち　

［事例9］　芟薮健司
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❶ 基本情報

■ 経営規模
　2004 年に個人経営農家として家業を引き継ぎ、2023 年 9 月から法人化予定。2020 年 8 月に
JGAP、2021 年から香港、シンガポールの海外認証も取得。
●　耕作面積　　露地栽培 14ha
●　主な作物　　白ネギ、タマネギ、カボチャ
●　売 上 高　　およそ 1 億円
●　社員構成　　日本人 3 人
　　　　　　　　外国人 10 人

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　�7 人 =2022 年から順次拡大（中国 1= 女性 1 人、ベトナム 3= 男性 1 人・

女性 2 人、インドネシア 1= 女性 1 人、カンボジア 2= 男性 1 人・女性 1 人）
●　技能実習生　　　　3 人（ベトナム 2= 女性 2 人、カンボジア 1= 男性 1 人）

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　人手不足、事業規模の拡大のため。夫婦 2 人で仕事をしていた頃は夜遅くまで働いて、売り上

左から、栗原さん夫妻と、ホアンさん。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

雲仙栗原ねぎ（長崎県雲仙市）

西日本食品産業協同組合（長崎県諫早市）
広紅商事株式会社（広島県広島市）
九州マネジメントシステム事業協同組合（福岡県行橋市）

外国人材の受入により売り上げ10倍に
法人化を果たして海外展開も視野

［耕 種］

事例 10
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げが 1,000 万円程度だったが、外国人材を受け入れて、現在は売り上げを 10 倍に伸ばすことが
できた。

●　規模拡大に伴い、今年 9 月に法人化する。
●　外国人材側も、日本で働いたお金で母国に土地を買って村人たちと会社を興し、日本にも売り

たい等の希望がある人もいる。

■ リクルート方法について
●　自社・他社の技能実習 2 号修了者と、帰国していた他社の元実習生を採用した。現在は、働

いている外国人材からの紹介や、口コミでも集まっている。
●　この数年、コロナ禍で日本人が集まらず、外国人材の取り合いのようになっていた。時給が高

い設定での要求になってきている。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　登録支援機関とも相談して、在留カードの更新に合わせて、1 年更新の直接雇用としており、

毎年、継続する意思があるか確認している。
●　5 年間は連続して雇用する見通し。外国人材も 5 年間は頑張りたいと希望している。
●　攻撃的な人材が来ても困る。1 年更新なら、更新のタイミングでそれが言えることも大きい。

■ 支援計画について
●　登録支援機関と相談して、給与や残業等の労働条件を明確にした内容の支援計画を作成し、提

出している。
●　ガイダンスには栗原代表も参加し、面接を行っている。よく笑い、挨拶のできる人に来てもら

うようにしている。
●　日本語を覚えてもらうため、採用する人材は多国籍とした。仕事中は基本的に、日本語を共通

語としている。
●　コミュニケーションには力を入れており、国籍に関係なく昼食や休憩を取り、業務以外の会話

も行うよう心掛けている。

■ 住環境について
●　住環境は、会社で借り上げている一軒家 2 戸と、自宅横にも住まいを作っている。
●　リビング等を含めると、1 人当たり 7.5㎡以上の広さを確保している。家賃については、月 1

万円以下で住めるように補助している。
●　坂道が多く、自転車は使いづらい環境。買い物等で出かける際は、奥さんが車で連れて行って

いる。

■ 苦情対応や外国人材の要望について
●　国籍、男女問わず、残業させてほしいという要望が多い。繁忙期には残業もあるが、労働時間

は決まっているため、その範囲内での対応となる。
●　住宅が少なく、隣家との距離が離れている地域のため、付近にはあまり外国人がいない。夜 8

時以降は、外出しないようにお願いしている。近所トラブル等は起きていない。

［事例10］　雲仙栗原ねぎ
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❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
●　特定技能の場合、農業経験者は時給 920 円、未経験の場合は 853 円から。意欲的に取り組んで

もらえれば、すぐに昇給する。
●　労働時間は基本的に 1 日 8 時間、7 時半から 17 時まで。休憩時間は 90 分。終業時は一緒に時

計の確認を行っている。
●　作業着や足袋、腕カバー等に加えて、普段食べるお米も全て支給している。
●　選果場にはクーラーを設置。暑い時間帯は外での作業を早めに済ませ、選別や選果等を行って

もらっている。
●　満期終了時に手当を給付。帰国代を負担したこともあった。
●　労務管理等に係る書類作成を、もう少し簡素化していただきたい。

■ 安全衛生について
●　令和 2 年に JGAP を取得。長崎県特別栽培農産物認証や、長崎県 SDGs にも参加している。
●　収穫物のパック詰めを行うため、食品衛生責任者を取得。AED の設置もあり。
●　衛生管理の資格を代表の配偶者が取得。要領を作成して、手洗い等を徹底している。

■ キャリアアップ、能力向上について
●　日本人・外国人を問わず、リーダーに採用する。現在、2 人をリーダーにしている。作業率向

上により、昇給を考える。
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●　受け入れた順番により先輩・後輩を明確にして、先輩から指導を行っている。
●　自動車免許の取得費用を全額補助した。作業着等については、補助している。日本語検定の

N3 取得者が 1 名。

■ 福利厚生について
●　県内の雲仙に一泊で出かけて、温泉に入り、ご馳走を食べる等、年 1 回の慰安旅行を行ってい

る。食事会は 2 カ月に 1 回程度、バーベキュー等を行っている。
●　イスラム教徒が夜や日曜日に礼拝をしていることもあり、礼拝所（モスク）の設置を考えてい

る。コンテナにエアコンを設置する等の形で検討中。
●　外国人同士での喧嘩もあり、都度通訳を通じて話し合いを実施した。
●　外国人に対して絶対に上から目線で見ないで、相手を尊重していきたい。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　労働力がアップして規模拡大し、法人化することができた。
●　1 町 6 反の耕作放棄地を借り上げて解消した。
●　地域が過疎化する中、外国人材の住民を 10 人増やしており、活性化につながっているのでは

ないか。
●　外国人を住ませてくれる借家が、なかなか見つからなかった。

■ 帰国後の交流について
●　海外展開をする際に、通訳をお願いしたいと考えている。いいビジネスをしたいので、補助し

てもらいたいと外国人材に伝えている。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　文化・習慣による生活様式等の懸念もあるが、ウクライナを検討している。国際情勢もあり、

力になりたい。
●　規模拡大の意向はあるが、10 人を受け入れたばかり。法人になって、設備投資も終わる再来

年度以降、労働条件も見直しながら、その後の展開を考えたい。

［事例10］　雲仙栗原ねぎ
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■ 特定技能 2 号について
●　外国人材から、妻を呼んで、ずっと働きたいという声もあり、活用する意向がある。しかし、

子供ができた場合の対応等に不安もある。

■ 共生社会の実現について
●　清掃作業等の共同作業に参加している。そこで区長に紹介してもらい、作業しながら会話でき

るので、地域に溶け込める。
●　地域住民に挨拶するよう、徹底している。収穫物のネギをお隣さんに持っていく等、コミュニ

ケーションをとるように心がけている。

❼ 特定技能外国人の声

●　日本に来たのは、家族と自分のためです。お金を稼ぐのはもちろん、日本語を勉強したいと思
いました。

●　私の家族も農業をしているので、帰国したら、一緒に農業をしたいです。
●　日本で勉強して N3 を取りました。栗原さんがベトナムで仕事をする時、お手伝いしたいと思

います。
●　日本の生活は、慣れない頃は寂しかったですが、みんなと仕事をしたり、話したりできて、楽

しくなりました。
●　栗原さん夫婦は日本のお父さん、お母さん。とても優しいです。

ベトナムのホアンさん
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❶ 基本情報

■ 経営規模
●　耕作面積　　延べ 16ha（露地）、ハウス 2 棟（育苗用）
●　主な作物　　白ネギがメイン、落花生
●　社員構成　　日本人 2 人
　　　　　　　　外国人 12 人

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　�4 人（中国 1= 男性 1 人、2021 年 2 月〜、ベトナム 3= 男性 1 人 + 女性 2 人）
●　技能実習生　　　　8 人（ベトナム 3 人、中国 2 人、インドネシア 3 人）

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　もともと中国人技能実習生を雇用し、その後ベトナム、インドネシアと外国人材の雇用を拡大
していった。
●　在留資格の範囲で可能な限り、夫婦で雇用したいと考えている。例えば夫婦が在留して近隣で

代表の森若さん

受 入 れ 機 関

登録支援機関

森若農園
（大分県豊後高田市）

アンサー事業協同組合
（静岡県御殿場市）

外国人材にはフレンドリーに接し、
家族並みの付き合いを続けていきたい

［耕 種］

事例 11
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働いているなど。外国人材側もそう望んでいる人がいる。

■ リクルート方法について
●　特定技能の中国人男性は、働きぶりから優秀な人材として期待していたので、継続して雇用し

ている。もともと夫婦で、技能実習の在留資格で働いていたが、夫人は事情により帰国した。
●　ベトナム人男性は、近隣の宇佐市で食品技能実習生として働いていたが、コロナ禍で帰国でき

ず特定活動で在留し、農業特定技能定試験に合格したので、来春より特定技能として採用予定。
●　ベトナム人女性 2 名は、自社で技能実習生として働いており、特定技能として採用した。
●　規模拡大にもよるが、外国人材は 12 人から 14 人程度まで採用したいと考えているが、後で

採用する後輩が先輩に甘え、十分に力を発揮できない構図は避けたい。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　直接雇用で、1 年または 2 年の雇用契約の更新（人材による）。お互いに確認しあっている。

■ 支援計画について
●　支援計画は、受入れ機関と相互に確認して、登録支援機関が事務手続きを行う。
●　ガイダンスは、給与・控除など雇用条件及び税金や国民年金等の納税義務などをポイントに説

明するが、外国人材側は特に手取り額を気にしている。
　

■ 住環境について
●　外国人材の人数が増えて、近隣の住宅確保が難しくなり、技能実習生を含め住める寮を約 7 年

前に新築し、随時増築している。
●　宿舎は雇用者の敷地内に建て、仕事や生活の便利性を優先している。各人に 1 台のクーラー

を設置し、自転車も貸与している。
●　個室によりプライバシーを確保しているが、寮費として光熱費は一律 1 万円とし、その他含め

て合計 15,000 円 /1 人を天引きしている。

■ コミュニケーションについて
●　制度の理解を深めることにより、よりよい支援に力を入れている。
●　ほぼ毎日の作業終了時にミーティングを行い、注意等を徹底するとともに、コミュニケーショ

ンを取るように心がけている。
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［事例11］　森若農園

●　外国人材側も、しゃぶしゃぶなどの食事会などで、積極的に会話している。
●　苦情対応や面談等では、力仕事が多い男性からは、昇給や休日出勤の要望もある。

❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
●　時給制　1,000 円（女性）〜 1,100 円（特定技能 1 年目）〜 1,200 円（特定技能 2 年目）
●　賞与は支給しないが、給与は仕事の技量や運転免許取得を考慮している。
●　毎月の残業は 45 時間程度となるが、特別条項もある 36 協定を締結している。特定技能も時

間外労働については、25% 増しとしている。
●　勤務時間は、8 時間 / 日。年間の休暇は、原則 95 日としているが、天候等に左右される場合

も多い。
●　休憩時間は午前 10 分、昼 40 分、午後 10 分。タイムカードで時間管理しているが、外国人材

側は早く仕事を終了したい気持ちが強い。

■ 労務管理について
●　作業ごとにグループに分かれるが、何かある場合、各グループがすぐに連絡とれる体制にして

いる。常に指導者等が安全注意を促している。

■ 昇給等について
●　賃金昇給の仕組みがあり、作業等の技量、免許取得などで評価していく。時給で 100 円程度の

差がある。
●　クループとして、出来高や繁忙期・猛暑時の手当を支給することもある。その他、ユッケ、長

靴、手袋等の作業着は、全て支給している。

■ 安全衛生について
●　常に事前に社員が安全注意を促す。また、大きな声で合図や声掛けを行うことを徹底している。

■ キャリアアップについて
●　リーダーへは、日本人・外国人を問わず、現場監督者として考えている。
●　昨年は導入を検討していたが、今年は仕組みがある。しかし男性は収穫物運搬等の力仕事、女

性はネギの調整や皮むきなどと、作業の中身がおのずと異なる。
●　かつて技能実習生のリーダーもいたが、他の外国人材が命令・指示に従わない場合もあった。

その場合、リーダーの指示は経営者の指示と思って、指示に従うように説得し、雇用者として徹
底した。

■ 能力向上について
●　自動車運転免許取得では、当農園が車送迎をしたり金額支援を行い、3 回の受験で免許を取得

した。
●　大型特殊トラクターの資格取得に関しては、今後取得を目指していく。
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■ 福利厚生について
●　健康保険、雇用保険で定額を補助している。
●　閑散期の 10 月に BBQ やカラオケなど、また 5 月には桜や藤の花見会等をやった。
●　生活も含めて、外国人材と仲良くやっていきたい。
●　イスラム教徒には、健康面から猛暑時の断食はやめてほしいと伝えている。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　労働力アップには特定技能外国人の力が大きく、また技能実習生の模範ともなっている。
●　4 つの干拓地の水路掃除等も、国の補助制度等も活用して対応し、60 アール程度の、畑の耕作

放棄地の解消にも役立っている。

■ 帰国後の交流について 
●　帰国後も SNS 等でやりとりし、人材の紹介など情報をくれることを期待している。

■ 採用の増員について
●　外国人材は、13 人程度まで増員したい。

■ 特定技能 2 号の移行について
●　世の中は特定技能 2 号の設置に向かっているが、長期の在留にはメリットデメリットがあり、

慎重に検討したい。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　新規国については、現行国の他にミャンマー、モンゴル等も検討したいが、多国籍となること

で、在籍している外国人材とのコミュニケーションや文化・宗教の違いによる不安もある。

■ 共生社会に向けた取り組み
●　森若さんは、空き缶等を清掃する地域の環境保全組合の事務局もやっており、特定技能外国人

が参加することもある。
●　豊後高田市は、外国人材受入れに力を入れており、担当者も設置している。
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❼ 特定技能外国人の声

●　日本が好きで、日本に来ました。
●　5 年間、日本に住んでいます。中国・山東省出身ですが、特に困ったこともありません。森若

農園が良い会社だったと思います。
●　日本の食事はおいしいです。刺身等の生ものには慣れないですね。
●　自分の気持ちとして、あと 5 年は日本にいたいと思いますが、子供と離れているので、ずっと

は無理ですね。
●　中国に帰ったら、森若農園はいい会社だと紹介したいと思います。

森若さんと、シュウ（左）さん

［事例11］　森若農園
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❶ 基本情報

　ゆうき青森農業協同組合は、2010 年 4 月 1 日に発足した。稲作、野菜、畜産の「持続可能な循
環型農業」をベースに、「有機の里づくり」を目指している。
●　主な畜種　　　　　　　酪農
●　飼育頭数　　　　　　　乳用牛育成　700 頭
●　職員構成
　　（畜産振興センター）　　日本人 15 人、外国人 3 人
●　そ の 他　　　　　　　�2010 年 JA 酪農青森（酪農・畜産のみの農協）と JA 東北、天間林、

六ケ所、野辺地が合併し、現在の JA ゆうき青森となった。青森県の
生乳生産量の約 7 割を生産する大産地。東北町の牛乳のみを使用した

「あおい森の牛乳」は、全量を JA ゆうき青森の組合員が生産。

■ 在留資格等
●　特定技能外国人　　　　　　　2 人（ベトナム、男性 1 名、女性 1 名）
●　技術・人文知識・国際業務　　�1 人（ベトナム、男性 = 通訳等も兼任） 

3 名とも、2020 年 12 月から同時採用
　※ �JA では、耕種分野においても、特定技能 6 人、技能実習生 11 人を雇用し、また JA 管内の農家は、

多数の外国人材を受け入れている。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

ゆうき青森農業協同組合酪農振興センター
（青森県上北郡六ヶ所村）

海外人材投資株式会社
（沖縄県那覇市）

外国人材とともに進める
JA運営の町営畜産振興センター

［畜 産］

事例 12
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❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　もともと 30 数年前に県営でスタートした酪農振興センターの運営を、その後六ケ所村に謙譲
し、さらに JA ゆうき青森が管理委託することになった。当初人手不足で、募集しても人が集ま
らなかった。当センターは、トラクターやショベルなど重機を使った作業が多いため、そういっ
た機械の作業経験があり、かつ日本語での意思疎通もある程度できる優秀な人材を確保したかっ
た。
●　外国人側も、日本で農業技能実習の経験があり、収入の面だけでなく、日本の住みやすさや仕

事内容などから、日本である程度長く働きたい意向や、農業における知識・経験を深めたい意向
があった。

■ リクルート方法について
●　JA ゆうき青森の耕種部門で、実習生の派遣業務をやっており、その関係の登録支援機関を通

じて、要望に合う人を何人か紹介してもらった。
●　オンラインで当時の酪農専門の常務と部長が面接し、他社で技能実習 2 号を修了して一旦帰国

していた元技能実習生 2 名と、技術・人文知識・国際業務の資格を持つ 1 名を採用した。
●　技・人・国の男性は、長野県での技能実習を終え、母国で獣医師をやっていたが、日本での就

労希望があり、正職員として雇用した。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　直接雇用で、契約は 1 年ごとの更新。現在 3 年目となる。
●　契約上、技・人・国の資格の 1 名は、正職員。特定技能の 2 名は、作業員（パート従業員）。

■ 支援計画について
●　登録支援機関と作成している。
●　ガイダンスで登録支援機関が間に入り、給与・控除など雇用条件、税金や国民年金等の納税義

務、相談体制、転職自由などを説明し、要望等も聞いている。
●　3 名とも免許を持っており、日常的に車やバイクに乗っているので、農協の共済に加入している。

特定技能外国人（左2人）のロンさんとアイさん 技・人・国（右）のザンさんとJAの本間さん

［事例12］　ゆうき青森農業協同組合酪農振興センター
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■ 住環境について
●　耕種部門の外国人専用の寮があり、コロナ禍で入国者がない間は、そこを使ってもらった。そ

の後男性 2 名は車での移動が可能なので、それぞれ少し離れた民間のアパートに移った。女性 1
名は、通勤手段がバイクなので、雪の時期や、野生動物の危険などから、敷地内の宿舎に居住。
それぞれ 1 万円補助している。

■ コミュニケーション
●　日本語での会話に、ほとんど問題はない。日本人とも対等に接するよう、心掛けている。
●　朝礼や、ミーティングで業務の内容を説明している。分かりやすい日本語で説明することを心

掛けている。技・人・国の男性が、日本語検定 2 級をもっており、伝わらない部分について、特
定技能の 2 名に対してベトナム語でこちらの話を補うことがあるが、まれである。

■ 地域交流について
●　お祭りや、花火大会などに参加している。

❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
●　時給制　1,025 円。
●　労働時間　夏季　4 月〜 10 月 8：15 〜 17：15　（休憩 12：00 〜 13：00）
　　　　　　　冬季 11 月〜 3 月　8：30 〜 17：00　
　�　冬季は、雪による交通渋滞や、家の除雪のため、始業を遅くし、暗くなるのが早いので、終了

を早めている。その分夏季で、時間調整している。
●　JA では耕種部署ごとに作業が分かれており、全部署で勤務時間が完全に統一されていない。

そのために給料が均一ではないが、外国人材側に理解してもらっている。

■ 安全衛生について
●　作業の安全については、朝礼や作業中に管理者が注意徹底し、個々にもお互いを見て、気を付

けるように行っている。
●　来日当初は、日本語の勉強も兼ねてポスターや冊子なども用意した。
●　現在は、3 か月に 1 度位、農協の職員全体を対象とした研修に参加して、作業中の事故だけで

なく、交通規則、交通事故に関するものも含め、動画を視聴したり講義を受けている。

敷地内の宿舎
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■ キャリアアップについて
●　現在、監督の様な立場はおいていないが、それぞれ一人で作業ができ、教えられるだけの能力

は備わっている。現場リーダーへの昇格は考えているが、今後の在留期間によって変わってくる。
●　技・人・国の 1 名は、母国で獣医師の資格を持っている。その資格が日本でも使えるわけで

はないが、知識を活かして繁殖に係わる仕事をメインに担当してもらっており、来年あたりには、
何らかの立場を用意することも考えている。

■ 能力向上について
●　こちらで作業上必要な資格は、大型機械、特殊、牽引、小型車両系建設機械。これらについて

は、JA が全額補助し、取得してもらった。
●　日本語については 3 人とも、日本語検定 3 級をもって来ており、一人は、2 級を取得した。1

級にもチャレンジしている。

■ 昇給
●　日本人同様、定期昇給制をとっている。
●　賃金以外の手当として、水道・光熱費補助、繁忙期の残業代。一般企業と同じように割増し、

時間外労働は 125%、休日出勤は 135% としている。

■ 福利厚生について
●　部署での食事会や、バーベキューなど。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　作業員が増えたことによって、畜舎の管理に加え牧草の収穫作業がスムーズに済み、高品質の

ものを多く収穫できるようになった。そういった作業に、3 人が遅くなっても積極的に働いてく
れたことが大きい。
●　センターの必要量以上に収穫できた分については、牛を預かっている農家に販売し、牛の預託

料金以外に収入源を増やすことができた。
●　日本語での意思疎通にほとんど問題がなく、明るく話をしてくれる。悪いことも言わないので、

3 人が来てくれたことは、職場の活性化にもなっている。

［事例12］　ゆうき青森農業協同組合酪農振興センター
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■ 帰国後の交流について 
●　現在、帰国者はいないが、帰国後の交流として、海外展開を見据えた取組も考えている。その

具体策を検討している。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 新規国籍者について
●　言葉に問題がなければ、どこの国でも、受入れは可能。
●　若い日本人は募集してもなかなか採用できないこともあり、今後外国人材を増やしていきたい

意向はある。

■ 特定技能 2 号について
●　意向はある。今後の勤務年数や本人の意思による。

❼ 特定技能外国人の声

（アイさん = 女性）
●　技能実習では、三重県で、搾乳など牛の仕事をしていました。
　　子供が 2 人ベトナムにいます。母国に帰ったら、コンビニのような小さなお店を開きたいと思

います。
●　特定技能 1 号は、5 年働けるだけなので、2 号ができたら、やってみたい。できるだけ、長く

日本で仕事をしたいと思っています。 
（ロンさん = 男性）
●　技能実習生として香川県の養鶏場で働いていました。一旦帰国し、特定技能の資格で再来日。

高収入の他に、日本のいろいろな文化を学びたいと思って来ました。
●　ベトナムでも農業はやっていました。実家は果樹農家で、ライチ、ザボン、リンゴなどを作っ

ていました。
（ザンさん = 男性）
●　大学を休学して、長野県の農家さんで 5 か月間実習生として働き、母国に帰って大学卒業後、技・

人・国の資格で再来日しました。日本で長く働きたいと思っています。
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❶ 基本情報

●　飼育頭数　　�採卵鶏　300 万羽　売上高 235 億円 （岡山、広島県内に成鶏農場 30 か所、他に
GP センター 4、育雛場 2、検査センター等）

●　主な商品　　原卵出荷 240 万個 / 日、外食産業やスーパー等へ出荷
●　社員構成　　日本人 280 人（男 120、女 160）、外国人 1 人

■ 在留資格等
●　外国人 50 数人
●　特定技能外国人　　15 人（男 1、女 14= 中国 6、ベトナム 5、カンボジア 4）
●　技能実習生　　　　38 人、特定活動 1、日本人の配偶者 1、移住者 1）

❷ 導入のきっかけ・取り組み等

●　もともと当社の中国人技能実習 2 号修了者が特定技能を希望し、2020 年 12 月に特定技能で再
雇用したのがきっかけ。その後、ベトナム人、カンボジア人と続く。
●　その背景には、当社が山間部にあるため、日本人材が集まりにくく人手不足があった。
●　強調したいのは、社長の携帯（メッセンジャー、ライン等）が外国人材の一人一人とつながっ

ており、社長のやさしい人格や信頼ある人の下で働きたいとの要望が強かった。

受 入 れ 機 関

登録支援機関

坂本産業株式会社
（岡山県笠岡市）

アジア友好交流協同組合
（岡山県笠岡市）

日本人とともに多国籍・多様な人材を登用し
安心・安全なたまご食材を供給

［畜 産］

事例 13
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■ リクルート方法について
●　自社の技能実習 2、3 号の修了者及び帰国者、その紹介等による他社の技能実習 2 号修了者、

支援機関による国内試験合格者やコロナによる帰国困難者など、多様な人材となっている。
●　登録支援機関に依頼して手続きや各種の報告等を実施しているが、当初は必要書類の収集・整

備など、大変であった。

❸ 雇用契約・支援内容

■ 雇用契約
●　直接雇用で 1 年契約の更新で、最長は 2 年経過している。外国人材も 5 年まで働きたいと希

望しており、更新を重ねる予定となっている。
●　中国、ベトナム、カンボジアと順に契約してきたが、いずれも同様な契約となっている。
  

■ 支援計画・コミュニケーションについて
●　日頃及び定期的な面談時に、外国人材側と（国別の）通訳を交えてやり取りして情報収集し、

外国人材側の要望把握やお互いの意思疎通に努めている。
●　社長を含む各部門の責任者と、外国人材全員とは SNS（ウィチャット、メッセンジャー）で

つながっており、普段や緊急時等の意思疎通は問題ない。
●　ガイダンスでは、特に給与・控除等の関する説明にポイントを置いた。
●　特に苦情はないが、外国人材側の要望で、住宅備品等は買い足した物もある。

■ 住環境について
●　社宅を新築し、2 人ずつ住める 14 部屋を 2 棟所有しており、最大 56 人が住める。
●　それとは別に、新築や中古の 1 件家を数戸所有。また借家もあり日本人を含む社員寮（単身者

用、家族タイプ）としている。
●　社宅からは、日本人運転の車や、会社が購入して貸与している自転車や徒歩で、各人が通勤し

ている。

■ 地域交流について
●　コロナで中断しているが、国際交流協会のパーティなどに個人で参加している人もいる。
●　笠岡市は、ゴム工業・繊維産業・食品工場等に、外国人材が 50 人余居て、外国人同士のつな

がりや付き合いは多いと見ている。
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❹ 労働条件とキャリアアップ・処遇

■ 労働条件
時給制　1,019 円から 1,032 円（技能実習 2 号修了、技能実習 3 号修了による）。
●　賞与は 5 万円× 2 回で、年間 10 万円。前回は物価高をカウントして、3 万円加算して 8 万円

を支給した。将来はアップも検討する。
●　勤務時間は、7.5 時時間（8：30 〜 17：00）。休憩は（昼 50 分と午前 10 分と午後 15 分）となっ

ている。休憩では、体調のチェックや声掛けを行っている。
●　労働時間に関しては、日本人同様に、労働基準法に基づく労使協定内の時間に収まることを基

本としている。

■ 安全衛生について
●　各農場の責任者が、常に安全注意を促し徹底するとともに、合図や声掛けも作業場毎に注意し

て実施している。
●　GP センターには、モニターによる全工程の確認もある

■ キャリアアップ、能力向上について
●　人数が多くなりキャリアップの道は作り、本人希望や能力によるアップを検討していく。
●　技能実習生と特定技能でチームを作り、まずは外国人グループリーダーとして考えている。
●　能力向上面では、技能実習から 7 〜 8 年が経過している中国人特定技能 1 人が、日本人と結

婚して自動車運転免許を取得している。
●　フォークリフトの資格取得は、危険性を考慮して男性に限り取得を検討している。
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■ 昇給等について
●　労使協定に基づく、年 1 回の定期昇給となっている。
●　自動車運転免許取得者には交通費を支給しており、今後はチームリーダーや主任には手当を検

討していきたい。

■ 福利厚生について
●　農場毎の責任者のもとに、花見会、紅葉狩り、忘年会等を実施した。コロナにより中断した会

もあるが、感染対策を行い実施していた。

❺ 効果と今後の動向

■ 受け入れ効果について
●　40 代を中心とする日本人従業員に、20 代の外国人材が加わり労働力がアップし、併せて職場

も活性化している。
●　一方で、賃金の高い企業や都会へ転籍したいと考える人もおり、実際に 3 人が食品製造や総菜

の会社へ転出した。
●　そのため、前述のように SNS 等で社長や各職場の責任者と外国人材全員とつながっており、

働きやすい職場環境を求め、アドバイスやサービスに一層努めている。

■ 帰国後の交流について 
●　帰国実習生と SNS 等を活用してつながり、知人や友人等を紹介してもらっている。
●　また特定技能外国人の帰国者はいない。

❻ 新規受入れ国等の考え方

■ 今後の外国人材採用や新規国籍者について
●　今後の採用増については未定であるが、現在の外国人材がよく働いてくれ、事業拡大と関連し

て採用増は検討していきたい。
●　新規入国者が増え多国籍化していくと、文化・宗教による生活様式など懸念事項もあり、不安

はあるが受け入れていきたい。

■ 特定技能 2 号について
●　面談等で特定技能 2 号制度については外国人材側にも伝えているが、まだよく理解してないよ

うだ。

❼ 特定技能外国人の声

（中国四川省出身の陳さん = 女性）
●　こんにちは。日本で働くのは、家族のため、お金を稼ぎたいからです。
●　日本では技能実習と特定技能で、一時帰国しました。6 年過ぎたが、あと 2 年は働きたい。
●　仕事は大丈夫。難しい仕事は余りない。
●　日本でみんなと仕事して、コミュニケーションや生活も問題ない。
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●　私は娘の大学進学のため、お金を貯めています。
●　これから来る人は、日本語を勉強してください。
●　社長から携帯を買ってもらい、自分が支払いして、SNS でやり取りしています。

対応した永廣氏と陳さん（右）
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　（一社）全国農業会議所では、農林水産省の補助事業「外国人材受入総合支援事業」にて、特定技
能制度の適切な運用を目的に、令和 2年度〜同 5年度の 4年間で、農業分野での外国人材受入れに
関する優良事例の収集・周知を実施しました。その主な手順は、①優良事例選定の基準策定、②事例
の選定・確認、③事例の現地収集、④事例集の作成・周知で進めました。
　その一環として、農業特定技能協議会に加入している全受入れ機関に対して、農林水産省協力のも
とにアンケートを実施しました。アンケート結果は、①特定技能制度における農業分野の受入れ状況
としてとりまとめ、併せて、②優良事例集の作成に活用しました。
　アンケート調査結果のとりまとめを、以下のとおり報告します。
※数値は（令和 2年度➡令和 3年度➡令和 4年度➡令和 5年度））
※グラフは令和 5年度
※必要に応じて、その他のデータも挿入

　アンケート調査の実施概要について説明します。主なポイントは、① 制度導入の理由とリクルー
ト方法　② 特定技能外国人との雇用契約や支援の内容　③ 特定技能外国人の労働条件と処遇・キャ
リアアップ　④ 受入れた効果と今後の受入れ意向　⑤ 特定技能外国人との帰国後の交流　⑥ 共生社
会に向けた取組（3 年度〜 5 年度）や自治体の支援（5 年度）です。

※農業特定技能協議会に加入している受入れ機関からの回答状況

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

調査機関数 318 約1,500 約3,000 約6,000

回答機関数 84 174 307 527

回収率 26％ 約12％ 約10％ 約9％

※（参考）農業特定技能協議会の加入機関の耕種・畜産の割合は、以下のとおり

調査年月 耕種農業 畜産農業

令和2年1月 72％ 28％

令和3年3月 71％ 29％

令和4年1月 73％ 27％

　1 号特定技能外国人を受け入れている農業者等は、個人経営から大規模経営までありますが、アン
ケートの対象は耕種・畜産とも、大規模経営の農家や農業法人が多くを占めています。
　一方で個人経営も順次増え、令和 4 年度からは可能な限り取り入れました。
　また耕種・畜産とも、特定技能外国人とともに、技能実習生を受け入れている機関が多くを占めて

調査対象の経営規模など2-1

優良事例調査に見る先進的取り組み
〜 4カ年のアンケート集計とその特徴〜

アンケート調査の実施概要1
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参考資料

います。
　耕種農業では野菜栽培が大半で、野菜全般から単一栽培まであり、そのほか果樹や花卉、キノコ栽
培も一定数ありました。
　畜産農業でも、同じく大規模経営がほとんどで、酪農を始め、養豚、養鶏などです。
　また技能実習の 2 号や 3 号への移行対象の職種・作業となっていない、水稲、肉用牛肥育、ブロイ
ラー飼育、種鶏・孵卵業務なども含まれています。

　令和 2、3 年調査の受入れ人数では、耕種・畜産とも 1 機関あたり 1 人〜 2 人が大半（78％
⇒ 73％）でした。これは、新たに創設された特定技能制度に取り組む慎重さが優先した結果だと思
われます。また、個人経営農家の参加が増加するに伴い、この傾向がより明確に出ています。
　その一方で令和 4、5 年調査では、10 人以上の受入れ機関も（47 機関 15％⇒ 81 機関 16％）に増え、
中には数十人以上の受入れ機関もありました（下図参照）。

　また特定技能外国人を雇用開始した時期は、令和 4 年度調査では、令和元年度後半が 7.6％、令和
2 年度前半が 6.7％、令和 2 年度後半 12.6％、令和 3 年度前半が 14.3％、令和 3 年度後半が 27.0％、令
和 4 年度前半が 31.8％で、特定技能制度がしり上がりに定着してきたことを示しています。

　受入れ機関側が受入れにあたって期待したことでは、人手不足の解消（78％⇒ 83％⇒ 73％⇒ 81％）
と圧倒的に多く、人材不足を受け、特定技能外国人を即戦力として期待していることがわかります。
　さらに、技能実習生時代からの取組姿勢や仕事ぶりを信頼し、継続して働いてもらう事例（令和 4
年 64％⇒令和 5 年 54％）も多くあります。　

（※以下、すべてが複数回答可の数値となっている）
（※以下、すべての使用グラフは令和 5 年度調査による）

特定技能外国人の受入れ状況2-2

0
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特定技能外国人数（令和５年度）

特定技能制度を活用した理由について3
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　外国人材側が期待したと思われることは、大半が日本での就労希望があり（87％⇒ 93％⇒ 72％
⇒ 51％）、高賃金にも期待している（36％⇒ 58％⇒ 67％⇒ 61％）ことが明白となっています。特に
母国との賃金格差や帰国後の資金活用など、それぞれの理由や目標のもとに仕事に臨んでいます。さ
らに、受入れ機関側との技能実習期間中にできた人間関係（信頼関係）を基に、慣れ親しんだ農業現
場で従事する事例も相当数ありました。

　多くが技能実習 2 号や同 3 号の修了者であり（95％⇒ 72％⇒ 72％⇒延 100％）、帰国実習生も相当
数あります。中でも同 2 号修了者が多くを占めていますが、同 3 号修了者も増え、かつ自社ルートで
の採用が多くを占めています。
　一方で、国内・海外の試験合格者ルートも着実に増えて（6％⇒ 13％⇒ 11％⇒ 25％）きました。

23.0

81.0

41.0

54.8

17.3

0.9

0.6

人手不足の解消

事業規模の拡大

従業員の労働時間の適正化

技能実習生から継続しての雇用

その他

無回答

外国人材の活躍への期待
（優秀な人材確保）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 100%

27.3

60.9

51.0

2.1

2.7

高賃金への期待

農業における知識・経験を深めるため

日本での就労希望があった

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

特定技能外国人のリクルート方法について4



77

　リクルート方法では、関係する監理団体や登録支援機関から紹介を受けた事例（52％⇒ 51％
⇒ 50％⇒ 38％）が多い中、自前でリクルートした機関（23％⇒ 25％⇒ 25％⇒ ?）も少しずつ増え、
中でも気心の知れた自社の実習修了者から移行する事例（令和 5 年 =60％ +15％）が多くを占めてい
ます。海外送出機関を通じ採用した機関（7％⇒ 3％⇒ 3％⇒ 3％）もありました。
　また令和 4、5 年度では、コロナ禍で帰国できない外国人材を、特定技能で採用したとの機関も多
くありました。

※（受入れ側が課題としたこと）
●　申請書類が多く、準備に時間がかかった
　（当局自体が混乱、内容が日々更新される、審査に時間がかかりすぎる、評価調書を断られた等）

27.1

45.9

20.9

9.9

16.3

16.1

18.8

6.5

2.7

3.4

自社の技能実習2号修了者

他社の技能実習2号修了者

自社の技能実習3号の修了者

他社の技能実習3号の修了者

帰国していた自社の元実習生

帰国していた他社の元実習生

国内における農業技能測定試験合格者

海外における農業技能測定試験合格者

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

60.0

15.0

15.0

12.7

6.3

0.9

38.3

3.0

0.2

2.7

1.5

1.5

自社の技能実習生からの継続

帰国していた自社の元技能実習生

他社の技能実習生からの継続

帰国していた他社の元技能実習生

自社の外国人従業員からの紹介

他社の外国人従業員からの紹介

監理団体、登録支援機関からの紹介

海外の送出機関を通じて
全国農業会議所が運営する農業技能測定試験

合格者向け求人情報提供サイトを通じて
民間のマッチングサービスを通じて

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

参考資料
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●　制度が複雑でわかりずらかった
●　給与の控除項目（税金や年金）を納得してもらうまでが大変

　調査以来、ほとんどが直接雇用（100％⇒ 95％⇒ 89％⇒ 89％）と回答しましたが、回答内容を見
てみると実態は農業者の直接雇用が 9 割で、派遣方式が 1 割程度と思われます。

　雇用期間は、大半が特定技能 1 号の最長 5 年まで雇用したいと考えていますが、労使双方の事情か
らとりあえず 1 年間とした機関（46％⇒ 25％⇒ 41％⇒ 43％）と、3 ～ 5 年間の連続雇用契約とした
機関（44％⇒ 59％⇒ 35％⇒ 35％）に分かれます。農繁期（繁忙期）を雇用して農閑期は雇用しない
タイプは、（1 機関⇒ 3 機関⇒ 1 機関⇒ 31 機関）でした。

特定技能外国人材との雇用契約について5

4.4

89.2

3.0

1.3

2.8

直接雇用

派遣契約

直接雇用と派遣契約の両方

その他

無回答

0% 20% 40% 80%60% 100%

43.3

5.3

14.8

14.2

2.3

18.0

5.9

2.8

1.7

連続して半年

連続して1年

連続して2年

連続して3年

連続して4年

連続して5年

農繁期（ ）ヶ月毎に通算（ ）年

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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　1 号特定技能外国人に対しては、支援計画の作成と支援が必要となっていますが、支援計画は 8 割
が登録支援機関で作成（81％⇒ 82％⇒ 79％⇒ 77％）しています。一方、受入れ機関自らが作成（13％
⇒ 18％⇒ 25％⇒ 35％）した事例も、着実に増えています。特に、大規模農業経営体では、自前の支
援計画作成が増加しています。

※（参考）登録支援機関への委託料（農業特定技能協議会でアンケート）
（平成2年1月） （平成3年3月） （平成4年1月）

　 〜 1万円 18％ 9％ 5％
1.1 〜 2.0万円 35％ 41％ 37％
2.1 〜 3.0万円 21％ 36％ 46％
3.1 〜 4.0万円 26％ 14％ 12％

　入国前のガイダンスでは、自社の技能実習生からの移行が大半を占めるため、技能実習との違いや
その責任度合い、給与や労働などの雇用条件、税金と年金加入等について、特に力点を置いて説明し
ています。さらに労働に当たっての心構え、生活面では日本での過ごし方や日本人との交流充実、生
活上の注意点などについて説明しています。

特定技能外国人への支援内容について6

76.9

35.3

0.6

4.0

受入れ機関（農業者等）

登録支援機関

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 80%70% 90%

68.9

43.6

26.2

30.0

37.6

26.8

26.8

18.0

21.8

22.8

2.3

15.9

給与・控除など雇用条件に関する説明

納税や国民年金等の納税義務の説明

転職の自由の説明

技能実習制度との違いの説明

生活・手続き面の支援に関する説明

相談体制の説明

犯罪の誘い等への注意喚起

日本人や日本文化の特徴に関する説明

日本語への支援

要望等の聴取

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

参考資料
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　用意した住環境では、職場から近隣でかつ日常生活に必要なスーパー等の距離などを重視して決め
ています。さらに、Wi-Fi 設備環境を整え、1 人 1 部屋など個室の確保や部屋の広さ、プライバシー
や生活備品の充実も図っています。また宿舎を新築・改築した事例なども、複数ありました。そして
戸建てを借り上げて複数人の外国人材が住む場合、受入れ機関側があいさつなどを通じ、ごみの分別
ルールや近隣トラブル回避に努めている事例も多くあります。

　一方で日本人社会との交流支援では、地元の祭りや地域行事などを企画・実行しようとしています
が、新型コロナ感染症予防のため実施できていない機関が数多くありました。さらに特定技能外国人
が、道路わきの草刈り作業などの共同作業や、環境美化活動に参加するケースも、一定程度あります。
さらにコミュニケーション向上でも、いろいろ取り組んでいます。

49.0

46.1

14.4

47.4

64.3

17.1

64.3

47.2

35.9

7.0

3.4

3.2

35.7部屋の広さ

個室の提供

居住費の抑制
住居（寮）を複数にわけること

（人間関係への配慮）
職場からの距離

Wi-Fi等のインターネット完備

キッチンの電化（火災等の予防）

自転車の貸与
ごみの分別等の注意喚起

（イラストの用意）
近隣住民とのトラブルへの配慮
（ゴミ出し、騒音、生活臭等）

その他

レクリエーション設備の用意

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

75.5

39.1

45.4

38.5

68.1

8.5

1.7

定期的に朝礼やミーティングで
業務内容の説明等を行っている

分かりやすい日本語で
説明することを心掛けている
日本人従業員との同僚同士の

コミュニケーションをとるよう促している
国籍に関係なく昼食や休憩等を

一緒にとるようにしている

その他

無回答

業務以外の会話も行うように
心がけている

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
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　苦情対応や面談では、労働面では外国人材側が残業や休日出勤などの収入増加を求める一方で、生
活面ではごみの分別などの生活ルール、コロナ禍での生活の厳しさを訴える人もいました。

　総括すれば、新型コロナ対策やプライバシーの確保に留意して、双方のコミュニケーション充実に
努め、特定技能外国人材との信頼構築を目指している姿が見えます。

　時給か月給かでは、時給制（52％⇒ 68％⇒ 80％⇒ 70％）と月給制（48％⇒ 32％⇒ 20％⇒ 30％）
やその併用となりました。時給制が増えたのは、個人経営農家での特定技能外国人の雇用増加を反映
した形となっています。
　賃金は回答したすべての受入れ機関が技能実習生より高く設定していますが、令和 2 年度～令和 5
年度の中心帯は、時給では 800 円～ 1,200 円、月給では 16 ～ 22 万円になっています。また令和 4、5
年度では 20 万円以上の賃金も増え、30 万円支給の畜産農家も存在します。さらに個人経営農家を含
めて、賞与 （30％＝令和 5 年）やリーダー手当（17％＝令和 5 年） を出すケースも増えてきました。

20.5

29.4

8.9

9.7

44.2

8.9

残業の増加

昇給

休日出勤

個室の住環境の用意

その他

無回答

0% 10% 20% 40%30% 50%

特定技能外国人材の労働条件について7
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※（参考）厚生労働省の調査結果では、以下のとおり（円）

令和2年6月 令和3年6月 令和4年6月
特定技能 174,600（勤続1.1年） 194,900（勤続2.0年） 205,700（勤続2.4年）
技能実習 161,700（勤続1.7年） 164,100（勤続2.0年） 177,800（勤続2.4年）

外国人労働者平均 218,100（勤続2.7年） 228,100（勤続3.4年） 248,400（勤続3.6年）

　1 日の労働時間は 8 時間が大半 （令和年 4 度は平均 7.8 時間） でしたが、職種や作業及び経営規模
により幅がありました。
　労働時間で気を付けていることは、（農業は時間管理等の一部規定が労働基準法 41 条で適用除外で
すが）適切な労働時間管理に努めています。
　一方で、外国人材側ができるだけ多く働きたいとの要望に対して、特定技能外国人の体調管理や他
従業員とのバランス等を踏まえ、受入れ側が残業を抑制している一面もあります。
　1 か月の休日は 4 ～ 5 日が大半でしたが、職種・作業により幅があり、10 日以上もありました。休
日に関しては、心身ともに休息してもらうため、プライベートな時間として余計な干渉はしないこと
を基本にしています。
　1 日の休憩時間は 1.5 時間（昼休み 1 時間、午前 15 分と午後に 15 分）が多くありましたが、酪農
などではその作業形態から 4 時間以上の事例もあります。作業や季節に応じてこまめに取り、水分補
給や体調管理に注意しています。また、作業形態から全員が一律に休憩取得できないため、シフト制
導入等の事例もありました。
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53.5
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35.7
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体調のチェック
お茶、ドリンク、茶菓子の提供
（水分・塩分等を取るように）

暑い時期は休憩時間を長くする
昼休憩を長くし、所用を済ませたり
仮眠をとれる休憩時間にしている

その他

無回答
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　作業時の安全衛生面では、多くが作業開始時などに注意喚起するとともに、定期や随時のミーティ
ング等で指導を徹底している機関が多数あります。基本的には、危険な作業はさせないとの方針です
が、お互いの声掛け徹底や慣れによる危険性を注意喚起しています。夫々の職場環境等を踏まえ、多
くの機関がさまざまな注意や安全指導を心掛けています。

　この調査の重要ポイントですが、特定技能外国人のキャリアアップや能力向上の仕組みがある機関
や、今後導入を考えている機関は相当数あり（30％⇒ 48％⇒ 48％⇒ 49％）、しかも数・割合とも確
実に増えています。
　具体的には、作業員（スタッフ）からグループリーダー及び指導員や現場監督者への登用など、能
力に応じた昇格・昇給を考えています。そのため受入れ機関側（直接雇用者・派遣事業者とも）は、
現場指導に加え、知識や実技の研修・研鑽に励んでいます。
　一方で個人経営農家等では、職場の雇用実態及び人材の平等性から、キャリアアップは考えていな
い機関も一定数ありました。

82.7

33.8

47.8

5.3

5.3

3.6

安全・衛生の基準の遵守をポスターの掲示や、簡易な日本語表記や
外国人従業員の母国語表記による掲示により注意喚起している
作業上注意事項がある際は、常に事前に
指導者等が安全注意を促し徹底している

大きな声で合図や声かけ等
行うことを徹底している

事故の動画を見て、危険性を知ってもらう

その他

無回答

0% 10% 20% 40%30% 50% 70% 80%60% 90%

31.5

16.1

45.7

10.1

キャリアアップの仕組みがある

キャリアアップの導入を考えている

キャリアアップの導入は考えていない

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50%

48.5

52.8

6.0

6.9

（日本人・外国人を問わず）農場長・現場管理者・
指導員等、各リーダーへの昇格

外国人従業員のリーダーへの昇格

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

参考資料

特定技能外国人材のキャリアアップや処遇について8
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　賃金昇給の導入については一定数がその仕組みがある（48％⇒ 52％⇒ 33％⇒ 36％）と答え、その
他も導入を検討しています。
　具体的には、定期昇給を基本としながらも、自動車運転免許取得や大型機械の資格取得など、能力
や要件に応じた手当の支給や昇給等がありました。

　賃金以外の手当がある機関も多く（48％⇒ 39％⇒ 35％⇒ 44％）、皆勤手当、通勤手当、リーダー手当、
技能手当、運転免許手当、日本語検定手当など、様々な手当や現物支給などがありました。

24.9

35.7

27.5

2.1

9.9

賃金昇給の仕組みがある

賃金昇給の仕組みの導入を考えている

賃金昇給の仕組み導入は考えていない

その他

無回答

0% 5% 10% 15% 20% 35%25% 30% 40%

12.3

44.2

33.0

1.9

8.7

賃金以外の手当がある

賃金以外の手当の導入を考えている

賃金以外の手当の導入は考えていない

その他

無回答

0% 10% 20% 40%30% 50%

10.1

26.4

67.9

賞与

手当

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
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　福利厚生面の導入機関は多く（57％⇒ 39％⇒ 54％⇒ 57％）、大半が誕生日会や会食や旅行などを
通じた親睦会でした。しかし、コロナショックを受け、実施できていない機関も数多く見られます。

　大半が労働力アップにつながった（88％⇒ 92％⇒ 83％⇒ 86％）と答え、次に職場の活性化（44％
⇒ 41％⇒ 30％⇒ 33％）や規模拡大（37％⇒ 26％⇒ 22％⇒ 26％）と続き、その結果、売上増加（15％
⇒ 22％⇒ 17％⇒ 21％）した、イメージ向上した（17％⇒ 14％⇒ 5％⇒ 10％）となっています。
　また、職場の生産性向上や、仕事に取り組む現場全体の姿勢や活気が向上したとの報告も多くあり
ます。
　さらに、特定技能外国人が技能実習生の模範（令和 4 年 30％⇒令和 5 年 33％）や目標になってい
るとの報告も、多く出てきています。

50.2

28.3

17.8

15.8

17.2

9.4

27.6

10.4

16.5

9.1

2.0

夏季・冬季賞与

リーダー手当

資格・技能手当

住宅補助・手当

水道光熱費補助・手当

出来高（能力給）

作業着等購入補助・手当

繁忙期や猛暑時の手当

日本語検定手当

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

13.1

57.1

19.9

0.9

9.1

福利厚生がある

福利厚生の導入を考えている

福利厚生の導入は考えていない

その他

無回答

0% 10% 20% 40% 50%30% 60%

特定技能外国人を受け入れた効果について9

参考資料
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　相互訪問等の帰国者との交流を企画している機関（43％⇒ 34％⇒ 22％⇒ 15％ +42％）のほか、一
部には事業提携や海外展開を模索していく機関（5％⇒ 4％⇒ 7％⇒ 7％）もあります。

　今後の採用は、特定技能外国人を増やしていくという機関（76％⇒ 66％⇒ 54％⇒ 67％）が圧倒的
に多く、その意向がない （5％⇒ 1％⇒ 7％⇒ 8％）とした機関は少数でした。また、今後の情勢がわ
からないので、未定又は分からない（19％⇒ 33％⇒ 35％⇒ 33％）との意見も一定数あり、コロナ禍
の影響からか一定数を占めています。

86.0

32.6

26.4

21.1

9.7

32.1

26.6

3.6

9.5

8.5

2.1

4.0

労働力アップ

職場活性化

規模拡大

売上増加

職場のイメージ向上

技能実習生の模範になっている

従業員が休日を取得しやすくなった

営業・配送等に力を注げる

地域の活性化につながっている

耕作放棄地の解消につながっている

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

帰国後のフォローや今後の特定技能外国人材の採用について10

2.3

15.0

4.7

41.9

28.3

2.7

37.4

相互訪問等帰国後の交流

事業提携、あるいはその模索

海外展開を見据えた取り組み

SNS等を通じた連絡

その他

無回答

人材確保にむけた友人・知人等の紹介

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%
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　特定技能外国人材を増やす理由としては、日本人労働者の確保が難しい中、スキルや意欲のある外
国人材を、即戦力として積極的に活用していくとの姿勢が明確に見られます。

　その一方で、転職の事由により定着しづらいので、慎重に取り組みたいとの意見も相当数あります。

　また、特定技能 2 号の設定にも期待が寄せられています。

8.0

67.2

33.0

1.9

2.3

意向がある

意向がない

未定

その他

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 70%50% 60% 80%

38.7

66.7

46.3

22.9

2.0

1.7

よく働いてくれている

人手不足を解消するため
現在働いている技能実習生が

希望したら採用する
技能実習生と比べ日本語能力や

社会適応性が高い
その他

無回答

0% 10% 20% 40% 50% 60%30% 70%

23.1

36.1

23.6

27.3

転職の自由により定着しづらい

登録支援機関への支払いの負担

その他

無回答

0% 10%5% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

9.3

45.2

38.7

0.6

7.2

意向がある

意向がない

未定

その他

無回答

0% 10% 20% 40%30% 50%

参考資料
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　現在受け入れている国では、ベトナムが一番多く、中国、フィリピン、インドネシア、カンボジア、
ミャンマーなどとなっています。
　今後新規に受入れを検討している国として、令和 5 年では、インドネシア、ミャンマー、ベトナム、
カンボジア、フィリピン、ネパール、中国、タイ、ラオス、バングラデシュ、モンゴル、スリランカ、
パキスタン、ウズベキスタンなどとなりました（下図）。

　新規受入れ国の検討にあたり、異なる文化、宗教、食事、慣習を懸念し、多国籍人材間の共生やコ
ミュニケーションに気遣っています。
　その結果、積極的に受け入れたいとする一方、不安はあるが受け入れたい、あまり受け入れたくな
いとの回答も相当数ありました。

新たな受入国の需要について11

15.2

0.2

5.7

0.8

3.8

2.5

3.8

62.0

0.2

0.9

4.2

0.2

6.8

7.2

0.8

2.1

1.5

1.5インド

インドネシア

ウズベキスタン

カンボジア

スリランカ

タイ

中国

ネパール

パキスタン

バングラデシュ

ブラジル

フィリピン

ベトナム

その他

ラオス

モンゴル

ミャンマー

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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　地域の行事やイベント（祭り、運動会、文化祭、日本語教室、小学校等との交流会など）に、特定
技能外国人を参加させたりする一方、地域での奉仕活動 （草刈り、道路清掃など）に参加して地域交
流を深めていく取り組みも進んできています。

　受け入れる特定技能外国人へは、リクルート支援やマッチング支援、地域社会や交流に関する支援
など、現在は一部の地域に限られていますが、自治体へはいろいろな支援を期待しています。

29.4

41.7

16.5

27.1

24.1

46.1

20.5

0.9

文化・習慣による生活様式など

宗教観や食事制限

食事

国民性

多国籍になることによる不安

その他

無回答

現在在籍している特定技能外国人や
技能実習生とのコミュニケーション

0% 10% 20% 30% 40% 50%

共生社会に向けた取り組み12

50.7

34.2

2.5

8.3

33.8

3.6

地域の共同作業
（清掃活動等）などへの参加

地域行事（お祭り、運動会、文化祭、
餅つき、成人式等）への参加

地域の小・中・高との交流

会社主催の慰労会に
地域の方々を招待し、交流を深めてもらう

その他

無回答

0% 10% 20% 40% 50%30% 60%

9.5

5.7

14.0

22.0

3.4

2.7

62.6

特定技能外国人のリクルート支援

特定技能外国人のマッチング支援
地域の共同作業（清掃活動等）

などへの参加支援
地域行事（お祭り、運動会、文化祭、
餅つき、成人式等）への参加支援

その他

無回答

地域住民や小・中・高との交流支援

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

参考資料
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